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62 回目を迎える伝統の「全町スキー大会」
栗っ子スキーヤー 43 人が果敢な滑りを披露

白銀の舞台で風を切れ！



　
評
価
で
事
業
を
改
善

　

政
策
評
価
は
、
町
長
、
副
町
長
、
事
業

担
当
課
に
よ
る
自
己
評
価
を
行
う
「
内
部

評
価
」
と
町
民
目
線
の
客
観
的
な
評
価
と

提
言
を
行
う「
外
部
評
価
」に
よ
り
進
め
ら

れ
ま
す
。

　

年
度
の
半
期
を
終
え
た
9
月
ま
で
の
事

業
実
施
状
況
に
対
す
る
評
価
と
し
て
11
月

ま
で
に
行
わ
れ
、
12
月
か
ら
始
ま
る
次
年

度
の
予
算
編
成
や
、
新
規
施
策
の
企
画
立

案
に
い
か
さ
れ
ま
す
。

　

継
続
的
に
事
業
を
改
善
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル（
左
図
参
照
）に
よ
る
実
効
性
の

あ
る
事
業
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
欠
か

せ
な
い
仕
組
み
で
す
。

　
評
価
の
流
れ

　

政
策
評
価
の
対
象
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、
ま
ち
の
最
上
位
計
画

「
第
６
次
総
合
計
画
」に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
事
務
事
業
で
す
。

　

始
め
に
一
次
内
部
評
価
と
し
て
、
事
業

担
当
課
が
事
業
ご
と
に
設
定
し
た
活
動
指

標
お
よ
び
成
果
指
標
の
実
績
を
把
握
し
ま

す
。
次
に
、
前
年
度
の
評
価
で
出
た
改
善

内
容
や
現
状
の
課
題
を
検
証
し
、
今
後
の

実
施
方
針
を
提
示
し
た
う
え
で
、
判
定
を

決
定
し
ま
す
。

　

続
い
て
、
二
次
内
部
評
価
で
は
、
副
町

長
が
一
次
内
部
評
価
結
果
を
踏
ま
え
、
改

善
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
事
業
な

ど
を
対
象
に
事
業
担
当
課
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
、
判
定
を
決
定
し
ま
す
。

　

一
方
、
外
部
評
価
で
は
、
公
募
町
民
な

ど
で
構
成
さ
れ
る
政
策
評
価
委
員
会
が
特

に
関
心
の
高
い
事
業
を
選
定
し
、
一
次
内

部
評
価
や
二
次
内
部
評
価
の
結
果
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
町
民
目
線
で
評
価
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
判
定
と
改
善
策
の
提
案
な
ど

を
報
告
書
に
ま
と
め
最
終
評
価
前
に
町
長

へ
提
言
し
ま
す
。

　

最
終
内
部
評
価
で
は
、
町
長
が
二
次
内

部
評
価
と
外
部
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
、

特
に
検
討
を
要
す
る
事
業
を
対
象
に
最
終

的
な
判
定
を
決
定
し
ま
す
。

政策評価
　町では、総合計画の施策目標に基づき実施する計画事業の進捗状況や現状
の課題、成果などを評価・検証し、次年度への改善につなげる政策評価を平
成 20 年度から実施しています。このほど、平成 27 年度の政策評価結果がま
とまりましたので、実施概要とあわせてお知らせします。

まちの事業をしっかりチェック !

　
今
年
度
の
評
価
結
果

　

27
年
度
は
下
表
の
と
お
り
１
８
０
事
業

に
つ
い
て
評
価
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

内
部
評
価
で
は
、
こ
の
う
ち
、
１
４
８

事
業
に
つ
い
て「
計
画
通
り
進
め
る
」と
判

定
し
、32
事
業
が「
改
善
検
討
」ま
た
は「
抜

本
的
見
直
し
」と
な
り
ま
し
た
。

　

政
策
評
価
委
員
会
に
よ
る
外
部
評
価
で

は
、「
改
善
を
伴
う
継
続
」と
さ
れ
た
の
は

1
事
業
で
、「
休
・
廃
止
検
討
」と
さ
れ
た

事
業
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
各
事
業
の
評
価
内
容
や
結
果

に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
　

　
皆
さ
ん
も
評
価
結
果
を
し
っ

か
り
チ
ェ
ッ
ク
！

　

政
策
評
価
委
員
会
は
、「
教
育
」「
医

療
・
保
健
・
福
祉
」「
産
業
」
の
分
野
か

ら
選
定
し
た
3
事
業
に
つ
い
て
報
告
書

を
ま
と
め
、
昨
年
12
月
9
日
、
町
に
提

出
し
ま
し
た
。　

　

委
員
会
は
10
月
か
ら
6
回
に
わ
た
り

開
催
。
評
価
に
お
け
る
基
礎
学
習
や
実

施
方
法
の
検
討
、
評
価
対
象
事
業
の
事

前
学
習
会
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
有

識
者
委
員
で
あ
る
北
星
学
園
大
学
の
鈴

木
克
典
教
授
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、

事
業
内
容
の
把
握
に
精
力
的
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

端
委
員
長
は
「
町
民
目
線
を
大
切
に

し
な
が
ら
評
価
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
に
な
れ

ば
」と
述
べ
、
花
田
正
博
副
町
長
は「
い

た
だ
い
た
評
価
を
政
策
に
生
か
し
て
い

き
ま
す
」と
感
謝
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
委
員
会
で
は
最
終
内
部
評
価

や
予
算
編
成
状
況
な
ど
を
確
認
し
、
次

年
度
の
評
価
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら

れ
る
予
定
で
す
。

町
民
目
線
で
よ
り
よ
い
事
業
を
！

政
策
評
価
委
員
会
が
報
告
書
を
提
出

外部
評価

◆問い合わせ　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502

政策評価～まちの事業をしっかりチェック！

◆
政
策
評
価
委
員（
任
期
2
年
）

◇
委
員
長　
　
　

　

端は
し　

師の
り
た
か孝

◇
副
委
員
長

　

鈴
木
克
典（
北
星
学
園
大
学
教
授
）

◇
委
員

　

金
﨑
行
男

　

巽
た
つ
み　

優ゆ
う
わ和

　

西
岡
政
則（
栗
山
青
年
会
議
所
推
薦
）

　

村
中
京
子

Plan
（計画）

Do
（実施）Check

（評価）

Action
（改善）

計画（plan）、実施（do）、評価（check）、改善（act）
を順に実施。このプロセスを循環することによっ
て、継続的な改善活動を推進するマネジメント
手法のことを指します。

政策評価の流れ
9 ～ 10 月

2 次内部評価
（副町長）

1 次内部評価
（事業担当課）

最終内部評価
（町長）

次年度に向けて
事業を改善し、
予算編成に反映

11 月 12 ～ 2 月

外部評価
（政策評価委員会）

報告書による提言

1 次内部評価と 2 次内部評価の
結果を踏まえて外部評価

政策評価の結果（平成 27 年度）
内部評価判定基準 一次評価 二次評価 最終評価 外部評価判定基準 評価

計画通り進める 155 事業 148 事業 148 事業 拡充して継続 0 事業
改善検討（事業費） 2 事業 2 事業 2 事業 現状通り継続 2 事業
改善検討（事業内容） 16 事業 15 事業 15 事業 改善を伴う継続 1 事業
改善検討（その他） 7 事業 13 事業 13 事業 縮小して継続 0 事業
抜本的見直し 0 事業 2 事業 2 事業 休・廃止検討 0 事業

合計 180 事業 180 事業 180 事業

PDCA サイクル
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28 年 4 月からの

指定管理者
　昨年 10 月に募集した公募 22 施設と非公募 3 施設の指定管理者が、昨年 12 月 17 日の
議会定例会で議決されました。平成 28 年 4 月 1 日から平成 33 年 3 月 31 日までの 5 年間、
各管理者が以下の施設の管理運営を行っていきますのでお知らせします。
　今後も町民の皆さん、指定管理者、町が連携し、より効果的な施設運営と利用者サー
ビスの向上を図るさまざまな取り組みを展開していきます。

【問い合わせ】　町経営企画課行政経営グループ　☎ 73-7503

決定しました

4 月からの指定管理者が決定しました

栗山公園・夕張川河畔広場
【指定管理者】たかはしダリア

【選定理由】　
　栗山公園・ホワイトガーデンだけでなく、
町全体の観光案内窓口という意識の高い取り
組みや公園案内所・案内看板・園内インフォ
メーションマップの作成など、利用者の目線
に立った取り組みにより、さらなる利用者サー
ビスの向上に期待できる。
　花専門店としてのノウハウの活用や、スタッ
フの適正配置およびスキルアップ教育の徹底
により、迅速な対応を心掛けており、子ども
から高齢者まで安心して利用できる施設環境
づくりに期待できる。

社会体育施設 12 施設

【指定管理者】株式会社  スイテック

【選定理由】　
　常に利用者目線での管理運営を心掛け、ア
ンケートなどに対応し、月曜休館日の開館や
夏季期間の祝日開館などが提案があり、利用
者サービス向上の取り組みに期待できる。
　民間の技術・経営ノウハウの活用、また、
それぞれの施設管理に必要な研修や資格取得
など、適正なスタッフの配置・人材活用につ
いて具体的に提案されており、今後の施設の
効率運営および快適な環境整備に期待できる。

スポーツセンター・総合グラウンド・栗夢広場・栗
山運動公園・ふじスポーツ広場・ふじ交流センター・
町民球場・栗山公園球場・栗山公園弓道場・栗山水
泳プール・角田水泳プール・継立水泳プール

社会教育施設など 7 施設

【指定管理者】株式会社  日東総業

【選定理由】　
　これまでの指定管理者としての経験における
現状分析とそれを踏まえた事業展開の具体的な
提案があり、今後の利用者拡大に期待できる。
　地域住民の意見を取り入れ、「長期講座」の
開催など新たな事業の企画提案があり、地域に
開かれた施設運営、そして経費の縮減を徹底し
て最大の効果を目指す取り組みに期待できる。

くりやまカルチャープラザ・南部公民館・南部地区
町民センター・農村環境改善センター・農村環境改
善センターテニスコート・開拓記念館・泉記念館

栗山ダムパークゴルフコース
【指定管理者】クリーンセンター 株式会社

【選定理由】　
　近隣におけるパークゴルフ場やプレイヤー
の高齢化など利用者減が進む中、初心者を対
象とした講習会の開催、パークゴルフ協会や
町内連合会、さらには近隣パークゴルフ協会
を巻き込んで大会を開催するな
ど創意工夫を凝らしたさまざま
な事業実施による利用者拡大へ
の取り組みに期待できる。

いきいき交流プラザ
【指定管理者】

社会福祉法人
栗山町社会福祉協議会

【選定理由】　
　施設運営を行うために必要と
なる老人クラブ連合会などとの
連携体制が構築されており、ま
た事業拡大を目指す姿勢と介護
予防や高齢者の生きがいの場づ
くりなど、地域で支え合う仕組
みづくりを推進する取り組みに
期待できる。

図書館
【指定管理者】

特定非営利活動法人くりやま

【選定理由】　
　各種事業の継続実施に加え、
さらなる司書の専門性向上の取
り組み、また、町内関係団体と
の連携による委託事業の適正な
実施と新たな自主事業の提案な
ど、より町民に親
しまれる図書館運
営に期待できる。

勤労者福祉センター
【指定管理者】

栗山地区連合会

【選定理由】　
　これまで独自に取り組んだ施
設修繕や自主事業の実施による
利 用 者 拡 大 の
取り組みなど、
適 正 か つ 効 率
的 な 施 設 の 管
理 運 営 に 期 待
できる。
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は
が
き
を
更
新
し
ま
し
た

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

疑
問
や
意
見
な
ど
を
う
か
が
う
「
く
り
や
ま

キ
ャ
ッ
チ
ボ
イ
ス
専
用
は
が
き
」
を
更
新
し

ま
し
た
。

　
広
報
く
り
や
ま
１
月
号
ま
で
で
お
届
け
し

た
は
が
き（
切
手
を
貼
る
場
所
に
13
と
印
刷
）

の
使
用
期
限
は
、今
月
末
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
、
広
報
く
り
や
ま
３
月
号
に
折
り
込

ん
だ
は
が
き
（
切
手
を
貼
る
場
所
に
11
と
印

刷
）
は
、使
用
期
限
を
更
新
し
た
も
の
で
す
。

　
次
回
投
書
か
ら
は
、
新
し
い
は
が
き
を
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

　

民
間
バ
ス
や
町
営
バ
ス

の
活
用
を

　

町
で
は
現
在
、
学
校
統
合
に
よ
り
遠
距
離

通
学
す
る
こ
と
と
な
っ
た
校
区
の
児
童
生
徒

を
対
象
と
し
て
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
栗
山
中
学
校
に
通
学
し
て

い
る
生
徒
の
う
ち
、
継
立
地
区
の
生
徒
に
つ

い
て
は
、
継
立
中
学
校
統
合
に
よ
る
ス
ク
ー

ル
バ
ス
運
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。
角
田
地
区

に
つ
い
て
は
、
旧
杵
臼
小
学
校
が
角
田
小
学

校
に
統
合
す
る
校
区
の
生
徒
の
み
が
対
象
と

な
り
、市
街
地
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
対
象
者
を
増
や
す

こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
現
在
利
用
し
て
い
る

生
徒
の
通
学
時
間
が
大
幅
に
伸
び
る
可
能
性

や
、
バ
ス
の
乗
車
定
員
を
超
え
る
問
題
が
出

て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

民
間
バ
ス
・
町
営
バ
ス
に
つ
き
ま
し
て
も
、

全
体
の
利
用
ニ
ー
ズ
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
す
ぐ
に
増
便
す
る
こ
と
は
難
し
い

状
況
で
す
。

　

現
在
、
栗
山
中
学
校
か
ら
角
田
市
街
地
に

向
け
た
学
校
下
校
時
間
（
午
後
３
時
か
ら
７

時
ま
で
）
の
民
間
バ
ス
・
町
営
バ
ス
は
10
本

運
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
ご
活
用
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

角
田
市
街-

栗
山
中
学

校
間
の
バ
ス
改
善
を

　

角
田
市
街
地
在
住
の
中
学
生
の
通
学
手
段

と
し
て
、
バ
ス
運
行
を
改
善
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。
継
立
地
区
の
生
徒
は
、
利
便
の

良
い
専
用
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
あ
り
ま
す

が
、
角
田
市
街
地
の
子
ど
も
た
ち
に
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
の
バ
ス

の
本
数
も
少
な
く
、
親
の
自
家
用
車
で
の
送

迎
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
で
す
。

親
の
送
迎
が
不
可
能
な
場
合
は
ト
ラ
ッ
ク
の

多
い
国
道
を
40
分
歩
い
て
下
校
し
て
い
ま

す
。角
田
市
街
地
へ
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
、

も
し
く
は
継
立
ス
ク
ー
ル
バ
ス
へ
の
同
乗
、

あ
る
い
は
一
般
バ
ス
の
増
便
な
ど
を
検
討
願

い
ま
す
。（
40
代
女
性
）

さ
く
ら
公
園
の
遊
具
修

理
の
予
定
は
？

　

さ
く
ら
公
園（
松
風
３
）の
鉄
棒
を
直
す
予

定
は
あ
り
ま
す
か
。
１
年
近
く
壊
れ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
遊
具
の
補
修
も

併
せ
て
お
願
い
で
き
た
ら
大
変
う
れ
し
い
で

す
。
自
宅
に
近
く
、
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て

よ
く
遊
び
に
行
く
の
で
、
来
年
は
鉄
棒
を
さ

せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。（
40
代
女
性
）

来
年
度
の
実
施
を
予
定

　

公
園
の
遊
具
な
ど
の
更
新
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
よ
り
年
次
計
画
で
順
次
実
施
し
て

い
ま
す
。ご
質
問
の
さ
く
ら
公
園
の
鉄
棒
は
、

平
成
28
年
度
に
更
新
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
の

観
覧
席
に
ポ
ケ
ッ
ト
を

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル
の
観

覧
席
に
不
便
を
感
じ
ま
す
。
立
ち
上
が
る
と

椅
子
が
閉
じ
て
し
ま
う
作
り
の
た
め
、
講
演

会
な
ど
で
配
布
さ
れ
た
資
料
や
か
ば
ん
な
ど

を
置
い
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
前
の

座
席
の
背
も
た
れ
に
ポ
ケ
ッ
ト
が
あ
る
と
便

利
だ
と
思
い
ま
す
。（
80
代
男
性
）

可
動
式
の
た
め
ポ
ケ
ッ

ト
設
置
は
不
可

　

多
目
的
ホ
ー
ル
の
観
覧
席
は
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
に
活
用
す
る
た
め
可
動
式
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
座
席
背
面
に
ポ
ケ
ッ
ト

な
ど
新
た
な
付
属
品
を
設
置
す
る
と
可
動
の

際
の
故
障
原
因
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
ご
提

案
の
よ
う
な
ポ
ケ
ッ
ト
設
置
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

旧

新

く

■あなたの声を しっかりキャッチ！
　　1 枚のはがきが 明日のくりやまを変える！

り まや
スイボチッャキ

【問い合わせ】　町総務課広報・防災・情報グループ　☎ 73-7501

多目的ホールでは講演会など、
さまざまなイベントを実施

皆さんからのご意見お待ちしています！

２カ月に一度広報に折り込まれ

る専用はがきを切り取ってご利

用ください。

必要事項を記入してポストに投

函してください。（切手不要）

①広報折り込みの専用はがきで！

はがきをそのまま、またはお好

きな用紙に必要事項を記入し

て、『72-3179』 に 送 信 し て く

ださい。

②ＦＡＸで！

下記アドレスから
https://www.harp.lg.jp/SksJuminWeb/

EntryForm?id=SfQnm4ig

または町ホームページトップ画

面の注目情報（画面右側）から

専用フォームにアクセス

③ホームページ専用フォームで！

番号 13
古いはがき

公園遊具は年次計画に基づき、
順次更新を実施

番号 11
新しいはがき

小・中学校の統廃合に伴い、スクールバス
を導入し現在 6 コースで運行中

※使用期限は平成 28 年 3 月まで
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▼
学
校
管
理
下
負
傷
事
故
に
係
る
和
解
及

び
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

　

学
校
管
理
下
で
の
ス
キ
ー
学
習
時
に
発

生
し
た
負
傷
事
故
の
和
解
お
よ
び
損
害

賠
償
金
額
を
決
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決

処
分
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
に

よ
る
関
係
部
分
の
条
例
改
正
に
係
る
専

決
処
分
で
す
。

報
　
告

▼
平
成
27
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
６
５
７
万
６
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
86
億
６
２
５
３
万
２

千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
、

人
事
院
勧
告
に
伴
う
人
件
費
な
ど
に
係

る
補
正
で
す
。

▼
平
成
27
年
度
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
21
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
1
億
3
3
9
9
万
8
千
円
と

す
る
も
の
で
、
内
容
は
人
事
院
勧
告
に

伴
う
人
件
費
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
平
成
27
年
度
栗
山
町
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
６
万
９
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
14
億
１
９
４
４
万
７
千
円

と
す
る
も
の
で
、
内
容
は
人
事
院
勧
告

に
伴
う
人
件
費
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

▼
栗
山
町
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

▼
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

以
上
の
３
件
は
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ

き
、
給
料
お
よ
び
勤
勉
手
当
の
支
給
率

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
　
案

議会の動き
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平成 28 年　町内会長・自治会長
松

風

第

１

松

風

第

２

寺

町

松

風

本

町

松

風

第

５

松

風

第

６

松

風

第

７

松

風

第

８

松

風

第

９

２

区

３

区

４

区

５

区

６

区

７

区

８

区

９

区

10

区

12

区

北

区

西

区

南

山

の

手

桜

丘

松

栄

中

央

朝

日

朝
日
４
丁
目

栗

山

農

事

中

里

団

地

睦

大　

沼　

英　

明

窪　
　
　

統　

央

髙　

倉　
　
　

淳

名
古
屋　
　
　

勉

村　

上　

勝　

彦

井　

上　

善　

晴

井　

戸　
　
　

勉

中　

川　
　
　

猛

木　

藤　
　
　

強

川　

本　

正　

昭

柳　
　
　

幸　

則

丸　

山　

隆　

夫

楢　

﨑　

忠　

彦

前　

田　

勝　

治

小　

野　

政　

則

小　

針　
　
　

清

今　
　
　

國　

和

岩　

佐　

和　

義

西　

村　

隆　

久

北　

間　

則　

之

玉　

川　

繁　

之

古　

野　

憲
次
郎

福　

永　
　
　

力

角　

田　

伸　

慶

八
木
橋　

義　

則

細　

淵　

幸　

雄

椛　

澤　

忠　

彦

古　

瀬　

一　

芳

渡　

辺　
　
　

満

秦　
　
　

則　

行

中　

井　

幸　

範

初　

山　

清　

仁

佐　

藤　

一　

英

中　

山　

清　

治

幅　

崎　

文　

雄

鈴　

木　

武　

道

鈴　

木　

正　

信

中　

井　

繁　

好

木　

下　

等　

嗣

平　

田　

善　

治

渕　

野　
　
　

巌

橋　

本　

慶　

子

三　

好　

博　

彰

正　

井　

文　

雄

橋　

場　

一　

敏

坂　

井　

政　

美

日　

置　

正　

敏

南　

部　

政　

幸

広　

坂　

公　

宏

山　

本　

行　

雄

西　

田　

秀　

樹

石　

田　

茂　

幸

渡　

辺　

英　

樹

岩　

花　

義　

勝

高　

橋　

浩　

一

笹　

谷　

和　

広

大　

平　

逸　

男

川　

瀬　

昭　

典

川　

浦　

慶　

一

市　

川　

耕　

一

飯　

尾　

憲　

男

草　

間　

真　

性

新

里

と

き

わ

湯

地

中

央

ふ

じ

団

地

み
な
み
中
里

青

葉

道

栄

富

士

中

里

湯

地

森

鳩

山

雨

煙

別

緑

丘

北

学

田

桜

山

杵

臼

旭

台

共

和

三

日

月

阿

野

呂

大

井

分

南

学

田

御

園

南

角

田

円

山

東

山

滝

下

角
田
町
内
会
連
合
会

継
立
町
内
連
合
会

日
出
連
合
町
内
会

町
で
は
、
町
民
参
加
の
機
会
を
広
げ
る
た
め
に
、
各
種
審
議
会
・
委
員
会
な
ど
の
公
募

を
推
進
し
て
い
ま
す
。 ま
ち
づ
く
り
審
議
会
・
委
員
会

募
集

　

国
の
法
律
（
文
化
財
保
護
法
）
に
規
定

す
る
有
形
・
無
形
・
民
俗
文
化
財
お
よ
び

記
念
物
の
指
定
、
保
存
、
活
用
に
関
す
る

内
容
を
協
議
し
ま
す
。

■
公
募
人
数

　

１
人
（
総
委
員
数
６
人
）

■
任　
　

期

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３

月
31
日
ま
で
（
２
年
間
）

■
会
議
な
ど

　

平
日
の
昼
間
に
開
催
予
定
（
年
４
回
、

会
議
１
回
１
２
０
分
程
度
）

※
会
議
１
回
出
席
に
つ
き
４
０
０
０
円
の

謝
礼
を
支
払
い
ま
す
。

※
こ
の
会
議
は
原
則
公
開
で
す
。

■
応
募
資
格　

○
町
内
に
在
住
、
在
勤
、
ま
た
は
在
学
さ

れ
て
い
る
満
18
歳
以
上
の
方

※
３
機
関
以
上
の
町
の
審
議
会
・
委
員
会

な
ど
の
委
員
を
さ
れ
て
い
る
方
は
応
募

で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
期
間

　

３
月
22
日
㈫
ま
で
（ 

締
切
日
必
着
）

平成 28 年第１回栗山町議会臨時会に
おいて、次の議案が審議されました。

（２月１日招集）

１年間よろしくお願いします

■
応
募
方
法　

○
専
用
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
左
記
申
込
先
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

○
申
込
書
は
左
記
申
込
先
で
お
渡
し
す
る

ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
決
定
方
法　

　

申
込
書
に
よ
る
書
類
選
考
お
よ
び
面
談

※
申
込
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

　

℻
�
６
５
２
２

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

syakaikyouiku-g@
tow

n.kuriyam
a.

hokkaido.jp

栗
山
町
文
化
財
保
護
委
員
会
委
員

町有形文化財「泉記念館」

町無形民俗文化財「角田獅子舞」

（
敬
称
略
）



㊿

ふ
る
さ
と
栗
山
の
未
来
に
貢
献
す
る
た
め
邁
進

　

本
年
度
、
一
般
社
団
法
人
栗
山
青
年
会

議
所
直
前
理
事
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
松
原
輝
和
で
す
。

　

昨
年
度
は
、

理
事
長
と
し
て

多
く
の
方
々
の

支
え
も
あ
り
、

「
雪せ

っ
ち
ゅ
う
し
ょ
う
は
く

中
松
柏
～

日
々
新
た
に
行
動
す
る
青
年
で
あ
れ
！

～
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
無
事
に
職
務

を
全
う
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

栗
山
Ｊ
Ｃ
が
先
輩
方
よ
り
引
き
継
い
で

き
た
夕
張
川
関
連
事
業
で
、
地
域
住
民
や

栗
山
町
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
町
村
の
皆

さ
ん
、
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
計
画
実
行
委
員

会
の
高
橋
慎
さ
ん
は
じ
め
関
係
者
の
ご
協

力
に
よ
り
昨
年
４
月
、
栗
沢
頭
首
工
に
魚

道
「
サ
ー
モ
ン
ロ
ー
ド
」
が
完
成
、
９
月

に
は
魚
道
で
シ
ロ
ザ
ケ
の
遡
上
が
確
認
さ

れ
る
な
ど
、
今
ま
で
の
運
動
・
事
業
に
一

定
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
活
動
が
国
な
ど
か
ら
も

認
め
ら
れ
、
公
益
財
団
法
人
河
川
財
団
主

催
の
平
成
27
年
度
川
づ
く
り
団
体
全
国
事

例
発
表
会
で
、
関
係
各
位
を
代
表
し
て
、

蛯
名
勇
人
理
事
長
が
、
今
ま
で
の
取
組
事

例
を
発
表
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
協
青
年
部
・
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
・

栗
青
協
と
の
交
流
事
業
、
老
舗
ま
つ
り
と

の
共
催
と
夏
の
単
独
開
催
に
よ
る
く
り
や

ま
マ
ル
シ
ェ
、
秋
に
は
道
央
地
区
で
活
動

す
る
市
町
村
Ｊ
Ｃ
関
係
者
を
栗
山
町
に
招

い
て
の
「
道
央
エ
リ
ア
大
会
」
の
開
催
、

そ
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
事
業
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

時
に
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
り
、
朝

ま
で
語
り
合
っ
た
り
、さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
・

苦
し
み
を
乗
り
越
え
て
多
く
の
事
業
が
で

き
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
、
関
係
各
位
や

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご

支
援
と
ご
協
力
の
賜
物
と
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

全
て
が
成
果
で
あ
り
、
全
て
が
成
長
の

糧
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
経
験
を

踏
ま
え
、
公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議

所
の
委
員
長
職
を
拝
命
し
、
出
向
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
地
元
栗
山
か
ら
は

離
れ
て
い
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
栗
山
の
未

来
に
貢
献
す
る
た
め
、
一
年
間
精
い
っ
ぱ

い
邁
進
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
！

　

町
立
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
で
は
、
離

職
者
な
ど
の
求
職
者
向
け
「
介
護
に
関
す

る
学
科
お
よ
び
実
技
」
の
訓
練
を
行
い
、

「
介
護
福
祉
士
」
を
目
指
す
２
年
間
の
訓

練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格

　

高
卒
以
上
の
学
歴
を
有
す
る
方
で
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
を
行
い
、
受

講
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
る
方

◆
応
募
方
法

　

入
学
願
書
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
夕
張
に

あ
り
ま
す
。

※
必
ず
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業
相
談
を
受

け
る
こ
と

◆
応
募
期
間　

３
月
10
日
㈭
ま
で

◆
募
集
定
員　

15
人

◆
訓
練
期
間

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
平
成
30
年
３
月
ま

で
の
２
年
間

◆
自
己
負
担
額　

　

21
万
円
（
１
年
次
11
万
円
、
２
年
次

10
万
円
）

◆
訓
練
担
当
機
関

　

北
海
道
立
札
幌
高
等
技
術
専
門
学
院

◆
訓
練
実
施
場
所

　

町
立
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

◆
選
考
日　

３
月
22
日
㈫

◆
選
考
場
所

　

町
立
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

◆
試
験
科
目　

作
文
、
面
接
試
験

◆
問
い
合
わ
せ

◇
応
募
資
格
、
応
募
方
法
に
関
す
る
こ
と

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
夕
張

　

☎
０
１
２
３
（
５
２
）
４
４
１
１

◇
不
明
な
点
に
関
す
る
こ
と

　

北
海
道
立
札
幌
高
等
技
術
専
門
学
院

　

☎
０
１
１
（
７
８
１
）
０
５
５
９

◇
詳
細
な
訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
必
要
経

費
に
関
す
る
こ
と

　

町
立
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

　

☎
�
６
０
６
０

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
学
識
経
験
者
な
ど
の
委
員
と
と
も

に
、
住
民
の
代
表
と
し
て
制
度
運
営
に
関

わ
る
重
要
事
項
の
審
議
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
運
営
協
議
会
委
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

◆
応
募
資
格

　

道
内
に
在
住
す
る
満
20
歳
以
上
の
方

で
、
平
日
の
夜
間
に
札
幌
市
で
開
催
さ

れ
る
会
議
（
年
３
回
程
度
）
に
出
席
す

る
こ
と
が
可
能
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も

応
募
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
議
員
や
公
務
員
な
ど
を
除
く

◆
応
募
方
法

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が

定
め
た
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
小
論
文
（
テ
ー
マ
は
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
現
状
と
課
題
）と
と
も
に
、

申
込
先
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
お

よ
び
市
町
村
窓
口
に
あ
る
応
募
要
領
を

参
照

◆
応
募
期
間

　

４
月
28
日
㈭
ま
で

◆
募
集
定
員　

５
人

◆
任　
　

期

　

平
成
28
年
７
月
か
ら
平
成
30
年
６
月
ま

で
の
２
年
間

◆
選
考
方
法

　

選
考
委
員
会
で
、
小
論
文
お
よ
び
応
募

用
紙
の
記
載
内
容
を
総
合
的
に
判
断
し

て
選
考
し
ま
す
。

◆
報
酬
な
ど

　

運
営
協
議
会
に
出
席
し
た
場
合
に
は
報

酬
（
１
日
に
つ
き
５
０
０
０
円
）
お
よ

び
旅
費
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

◇
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

　

☎
０
１
１
（
２
９
０
）
５
６
０
１

　

℻
０
１
１
（
２
１
０
）
５
０
２
２

　

〒
０
６
０
‐
０
０
６
２

　

札
幌
市
中
央
区
南
２
条
西
14
丁
目

　

国
保
会
館
６
階　

◇
町
住
民
生
活
課
住
民
・
国
保
グ
ル
ー
プ

　
☎
�
７
５
０
８

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
気
軽
に
祭
り
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
、
チ
ー
ム
の
演
舞
を
審

査
す
る
「
市
民
審
査
員
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

◆
応
募
条
件

①
祭
り
の
理
念
や
募
集
要
綱
に
賛
同
し
、

真
剣
に
演
舞
を
審
査
で
き
る
方

②
平
成
28
年
６
月
の
時
点
で
中
学
生
以
上

の
方

③
チ
ー
ム
関
係
者
以
外
の
方

④
６
月
11
日
㈯
と
12
日
㈰
の
指
定
さ
れ
た

時
間
（
い
ず
れ
か
１
日
）
に
審
査
可
能

な
方

※
第
25
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭

り
市
民
審
査
員
募
集
要
綱
を
参
照

◆
応
募
方
法　
　

①
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
よ

り
、
パ
ソ
コ
ン
あ
る
い
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

　

http://w
w

w
.yosakoi-soran.jp/

②
応
募
用
紙
を
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
し
く
は
、
実
行
委
員

会
に
連
絡
の
う
え
取
り
寄
せ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

あ
る
い
は
郵
便
で
申
し
込
み
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
募
集
期
間 

　

４
月
22
日
㈮
ま
で
（
締
切
日
必
着
）

※
抽
選
結
果
の
通
知
は
５
月
上
旬
を
予
定

◆
募
集
定
員

　

全
１
３
０
人
（
予
定
）　

※
募
集
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選

◆
審
査
の
日
程 

◇
月
日

　

６
月
11
日
㈯
と
12
日
㈰
の
い
ず
れ
か
１

日
の
み

◇
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
の
中
で

３
時
間
程
度

◇
場
所

　

大
通
公
園
周
辺

◆
応
募
用
紙
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
実
行

委
員
会

　

☎
０
１
１
（
２
３
１
）
４
３
５
１

　

℻
０
１
１
（
２
３
３
）
４
３
５
１

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

shinsa@
yosakoi-soran.jp

　

〒
０
６
０
‐
０
０
０
１

　

札
幌
市
中
央
区
北
１
条
西
２
丁
目

　

北
海
道
経
済
セ
ン
タ
ー
４
階

介
護
福
祉
士
確
保
の
た
め
に

離
職
者
向
け
「
介
護
福
祉
士
養
成
科
」
訓
練
生
募
集

高
齢
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
た
め
に

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合  

運
営
協
議
会
委
員
募
集

人
々
に
愛
さ
れ
る
祭
り
に
す
る
た
め
に

第
25
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り  

市
民
審
査
員
募
集
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　女優の白石美帆さんが南空知 4 町（栗山町・由仁町・長
沼町・南幌町）を訪れ、首都圏に観光や移住・定住の情報
発信をする特別番組の収録が、2 月 2 日と 3 日の両日に行
われました。
　栗山町では、昨年移住した八巻さんご夫妻と北の錦記念
館の見学やスノーシューでの湯地の丘散策、八巻さんご夫
妻と 8 年前に移住した谷内さんご家族を囲んで懇談する様
子などを撮影しました。
　景色の素晴らしさや地元の人たちの温かさ、夫婦の絆が
感じられ、北海道、そして栗山町の魅力が再発見できる内
容になっています。
　収録された映像は、下記の日程で放映される予定です。

3/20 ㈰  12:00 ～ 12:55( 道内 )HTB  6 ﾁｬﾝﾈﾙ

3/21 ㈪  19:00 ～ 19:55( 全国 )BS12  ﾄｩｴﾙﾋﾞ

白石美帆が行く！北海道  笑顔の里を巡る旅
民間放送を活用したプロモーション事業

ファイターズ戦にご招待

北海道日本ハムファイターズ
HOKKAIDO NIPPON-HAM FIGHTERS

　申込方法
　球団公式サイトにアクセスし、所定の申込フォーム
に必要事項を入力して送信
※パソコンアドレス
　http://www.fighters.co.jp/kansen
※スマートフォン・携帯電話
　下記のＱＲコードにアクセス

　申込締切　3 月 29 日㈫

　その他
①当選者の方でＳ指定席、Ａ指定席などを希望される

場合は、試合当日にチケット引き換え場所で座席変
更を受け付けします。（有料・席数限定あり）

②応募いただいた個人情報は、株式会社北海道日本ハ
ムファイターズが適切に管理し、本件を含むチケッ
ト関連のダイレクトメールやアンケートなどによる
案内以外には利用されません。

③当選有無に関する問い合わせはお受けできません。
　問い合わせ　
　北海道日本ハムファイターズ　お客様センター
　☎ 011（857）3939

※ＱＲコードは「株式会社デンソーウェーブ」の
登録商標です。

４月 20 日㈬
埼玉西武ライオンズ戦

18：00 ～

栗山町民応援デー
熱い応援で

ファイターズに

勝利を！

北海道日本ハムファイターズでは、４月 20 日㈬午後 6 時か
ら札幌ドームで開催される埼玉西武ライオンズ戦のＣ指定席
に町内にお住まいの方 50 組 100 人をご招待します。
※応募多数の場合は抽選となります。

50組

100
人を

　南空知４町（栗山町・由仁町・長沼町・南幌町）では、
交流人口の拡大や移住・定住の促進など、南空知４町の知
名度を向上させる取り組みとして、今年度から３年間、「南
空知４町地域連携事業」を実施します。
　平成 27年度は、右記の３つの「知名度向上推進事業」を、
各町が分担して実施しています。

★南空知４町地域連携事業★

民間放送を活用したプロモーション事業
　南空知４町の観光や移住・定住などの情報
を発信するテレビ特別番組を放映。

【由仁町が担当】

航空会社を活用したプロモーション事業
　日本航空株式会社（ＪＡＬ）国内線機内誌
「ＳＫＹＷＡＲＤ（３月号）」への南空知４町
広告掲載、羽田空港国内線ラウンジでの特産
品試食、知名度アンケートを実施。

【栗山町が担当】

広域観光案内パンフレット等作成事業
　南空知４町を紹介するポスターと観光案内
パンフレットを作成。

【南幌町が担当】

南空知４町

　   首都圏に向けて魅力発信！
(c)H.N.F.

(c)H.N.F.
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町
で
は
、
日
曜
大
工
な
ど
で
発
生
す
る

次
の
廃
棄
物
を
、
４
月
１
日
よ
り
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
回
収
お
よ
び
粗
大
ご
み
、
自
己
搬

入
ご
み
と
し
て
回
収
し
ま
す
。

　

な
お
、
自
己
搬
入
の
際
は
、
こ
れ
ま
で

同
様
に
町
環
境
政
策
課
ま
た
は
継
立
出
張

所
の
窓
口
で
許
可
書
を
受
け
取
っ
た
後
、

搬
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
廃
棄
物
の
種
類
】

　

ス
タ
イ
ロ
フ
ォ
ー
ム
（
発
砲
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
系
断
熱
温
材
）、
塩
ビ
管

　
指
定
の
ご
み
袋
は
、「
炭
に
で

き
な
い
ご
み
（
緑
色
）」
で
す
。

　

ス
タ
イ
ロ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
は
、

他
の
ご
み
と
混
ぜ
な
い
で
、
そ
れ

だ
け
を
指
定
の
ご
み
袋
に
入
れ
て

出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
対
象
は
家
庭
の
ご
み
で

す
。
事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
は
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
産
業
廃
棄
物

と
し
て
適
正
に
処
理
願
い
ま
す
。

ご
み
分
別
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

【問い合わせ】　
　町環境政策課
　環境政策グループ
　☎ 73-7511

 スタイロフォームなどを回収します

　

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
で
進
め
ら
れ

て
い
る
焼
却
施
設
建
設
候
補
地
に
「
千

歳
市
根ね

志し

越こ
し

」
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
、
選
定
結
果
に
関
す
る
住

民
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す

の
で
、
多
く
の
町
民
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、今
月
号
折
り
込
み
チ
ラ
シ「
道

央
廃
棄
物
処
理
組
合
だ
よ
り
」
に
選
定

結
果
に
関
す
る
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、こ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
日　

時

　

３
月
25
日
㈮　

午
後
６
時
か
ら

○
場　

所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

　

大
ホ
ー
ル

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合

焼
却
施
設
建
設
候
補
地
選
定
結
果

に
関
す
る
住
民
説
明
会
の
開
催

　

国
の
法
律
（
狂
犬
病
予
防
法
）
で
は
、

大
き
さ
や
室
内
外
犬
を
問
わ
ず
、
生
後
91

日
以
上
の
犬
は
、
必
ず
登
録
と
狂
犬
病
予

防
接
種
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
犬
の
登
録

　

登
録
し
た
犬
に
は
「
鑑
札
（
犬
の
情
報

や
飼
い
主
を
識
別
す
る
も
の
）」
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

○
登
録
手
数
料　
　

３
０
０
０
円

　ストレスや運動不足
は、犬が吠える原因にな
ります。運動やしつけを
十分に行い、鳴き声など
で近所に迷惑をかけない
ようにしましょう。

散歩やしつけをしましょう

○
再
交
付
手
数
料　

１
６
０
０
円

※
登
録
は
生
涯
一
度
の
み

　
狂
犬
病
の
予
防

　

登
録
し
た
犬
は
、
特
別
な
理
由
が
な
い

限
り
毎
年
予
防
接
種
を
行
い
、
接
種
さ
れ

た
犬
に
は
、「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
鑑
札
同
様
に
外
れ
な

い
よ
う
取
り
付
け
、
無
く
し
た
り
壊
し
た

場
合
は
、
再
交
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
町
で
行
っ
て
い
る
集
団
接
種
で
は
、
各

会
場
で
注
射
後
に
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
が
、
町
外
の

動
物
病
院
で
接
種
さ
れ
た
場
合
は
、
接

種
後
病
院
よ
り
証
明
書
が
交
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
証
明
書
を
持
っ
て
町
へ
の
届

け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
交
付
手
数
料　
　
　

５
５
０
円

○
再
交
付
手
数
料　
　

３
４
０
円

　
書
類
の
届
け
出

　

次
の
場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。（
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
の
連
絡
可
）

◎
登
録
犬
が
死
亡
し
た
場
合
（
死
亡
届
）

◎
登
録
犬
が
町
外
に
転
出
し
た
場
合
（
変

更
届
）

※
新
住
所
地
の
窓
口
へ
本
町
の
鑑
札
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。（
手
数
料
０
円
）

◎
登
録
犬
が
町
内
に
転
入
し
た
場
合
（
変

更
届
）

◎
登
録
犬
の
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
場
合

（
変
更
届
）

※
新
た
な
飼
い
主
の
住
所
が
町
外
の
場
合

は
、
新
た
な
飼
い
主
の
住
所
地
の
窓
口

で
変
更
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
登
録
犬
が
け
が
を
さ
せ
た
場
合
（
犬
の

加
害
届
）

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【届出先・問い合わせ】　
　町住民生活課
　生活安全グループ
　☎ 73-7510
　Fax 73-2266

　自宅敷地内で排せつを済ませてから散
歩などに出るようにしつけ、公共の場所
や他人の家の前などで排せつをさせない
ようにしましょう。敷地外でオシッコを
した場合は、水で洗い流すようにしましょ
う。また、フンをしたときは、必ず持ち
帰り処理しましょう。

フンは必ず持ち帰りましょう

　飼い犬は、必ず鎖でつないで飼いましょ
う。また、首輪や鎖は定期的に点検し、
万が一逃げ出した時も飼い主が分かるよ
うに、鑑札や名札を首輪などの見えると
ころに外れないように必ず取り付けま
しょう。（無くしたり壊した場合には、再
交付が必要になります）

放し飼いはやめましょう

　飼い犬が逃げ出したときは、すぐに連
絡をしましょう。また、鎖がつけられて
いない犬を見つけたときは、犬を保護し
ますので連絡してく
ださい。

犬が逃げたときは連絡しましょう

飼
い
主
の
義
務
で
す
！

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
の
予
防

飼育マナーを守りましょう

重
要
！

ご家庭の

な
ぜ
、
ス
タ
イ
ロ
フ
ォ
ー
ム
な

ど
は
他
の
ご
み
と
混
ぜ
て
出
す

と
い
け
な
い
の
？

ス
タ
イ
ロ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
は
、

他
の
ご
み
と
処
理
方
法
が
異
な

る
こ
と
か
ら
、
適
正
に
処
理
を
行
え
る
会

社
に
処
理
を
委
託
す
る
た
め
で
す
。

炭
に
で
き
な
い
袋(

緑
色)

に
入

ら
な
い
場
合
は
ど
う
す
る
の
？

ス
タ
イ
ロ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
は
、

細
か
く
切
っ
て
袋
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。
ど
う
し
て
も
袋
に
入
ら
な
い
場

合
は
、
粗
大
ご
み
ま
た
は
自
己
搬
入
ご
み

と
し
て
町
環
境
政
策
課
に
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。古

く
な
っ
た
物
置
を
自
分
で
解

体
し
ま
す
。
そ
の
際
に
出
る
ス

タ
イ
ロ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
廃
材
も
町
で
回

収
可
能
と
な
る
の
？

ご
自
分
で
解
体
し
た
ス
タ
イ
ロ

フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
廃
材
は
、
分

別
を
行
う
こ
と
で
自
己
搬
入
は
可
能
に
な

り
ま
す
が
、
町
で
は
受
け
入
れ
で
き
な
い

廃
材
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
町
環

境
政
策
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

よ
く
あ
る
質
問
に
お
答
え
し
ま
す



　栗山高校の「生活と福祉」を選択する 3 年生 19 人
が 1 月 26 日、同校で福祉学習を行いました。講師に
公益財団法人北海道盲導犬協会の西川依

よ り こ

子さんと盲導
犬（ラブラドルレトリバー）のロンを招き、視覚障が
いと盲導犬について学習。生徒は、視覚障がい者の移
動手段や盲導犬になるまでの訓練内容などの説明を受
け、盲導犬ロンとの歩行体験では、机やイスの場所を
教えてくれたり障害物をよけたりするロンの行動に驚
いていました。

覚障がいと盲導犬に学ぶ
栗山高校福祉学習視

域で支え合うまちづくり
ケアラーサポーター訪問事業地

　町社会福祉協議会で、1 月 21 日から「ケアラーサポー
ター訪問事業」をスタートさせました。この事業は、「ケ
アラーサポーター養成研修」を修了した方が、一人暮
らしの高齢者世帯やケアラー（無償の介護者）などを
訪問するものです。この日、訪問したのは土田清美さ
んと永井貞子さん。2 人は、山崎武さんご夫妻（中里）
ほか 2 件を訪問し、「命のバトン」に入っている安心
カードの内容確認や心配事の相談などを行いました。
今後も、毎週火曜日と木曜日に訪問する予定です。

　栗山中学校で 1 月 26 日から 3 日間、普通救命講習
が行われました。消防署の救命救急士が講師となり、
2 年生 96 人が応急手当の基礎を学びました。応急手
当や救命処置の基礎知識をまとめた DVD を視聴した
後、3 つのグループに分かれて人形を使った実技講習
を実施。人工呼吸は空気が漏れないようにしっかり鼻
をつまむことや、心臓マッサージでは肘をまっすぐ伸
ばして両手で胸を圧迫させることなどの指導を受けな
がら、全員が心肺蘇生法を体験しました。

急手当の知識と技術学ぶ
栗山中学校で普通救命講習応

　栗山町産クリを使った菓子の試験販売が 2 月 5 日
と 6 日の両日、まちの駅「栗夢プラザ」で行われまし
た。昨年に続いて 2 回目。会場には町産クリのブラン
ド化を目指す「北のくりやま栗づくり協議会」が栽培
したクリを使った商品がずらり。買い求める客が長い
列を作りました。くりやま栗パウンドケーキとマロン
グラッセ風和菓子「栗山町の渋皮煮」を購入した長谷
川友希さんは「町内でとれたクリを味わうのが楽しみ」
と話していました。

年も大好評
栗山のクリ菓子試験販売今

　台北の旅行会社が企画した北海道ツアーに参加した
台北や近郊に住む台湾人 18 人が、2 月 15 日に小林酒
造を訪れました。町が 3 年前から台湾で行ってきた特
産品販路拡大の取り組みの中で観光客誘致も行ってお
り、昨年 3 月の小林酒造見学を含めたモニターツアー
を受け今回、初めて通常のツアーに組み込まれました。
台湾人ツアー客は 2 つのグループに分かれて築 119
年の日本家屋である小林家の客間や土蔵見学、北の錦
記念館での日本酒の試飲などを楽しみました。

産品の魅力を発信
北海道ツアーで台湾客が来町特

　大学生の地域定着や大学の魅力向上、地域の活性化
を目的に、学生が地域で活動などを行う「学生地域定
着自治体連携プロジェクト」が、学生地域定着推進広
域連携協議会（道央 8 市町と江別市内 4 大学、経済団
体などで構成）の主催により栗山町内で行われていま
す。今年度は、平成 28 年度からの本格運用に向けた
試行事業として健康づくり推進、子育て支援、イベン
トの 3 分野でボランティア活動を実施。1 月 20 日の
健康づくり推進では、北翔大学の学生 2 人がくりやま
健康マイレージについて集団検診受診者に対する普及
活動に参加しました。また、2 月 3 日の子育て支援で
は子育て支援センターのサロン事業で札幌学院大学の
学生 5 人が託児のサポート、イベントでは 2 月 6 日の
くりやまウインターフェスティバルで札幌学院大学と
北海道情報大学の学生 8 人がクリレンジャーショー出
演や運営の補助をしました。参加した学生は「栗山町
を身近に感じることができた」と話していました。今
後も４大学の学生が、町内でさまざまな活動に参加す
る予定です。

ながる「まち」と「学生」
学生地域定着自治体連携プロジェクトつ

　「ほっと一息♪こころのケア」と題したこころの健
康づくり講座が 1 月 28 日、総合福祉センター「しゃ
るる」で開かれました。千歳市で『かうんせりんぐる
うむ かかし』を主宰する臨床心理士の河岸由里子さん
が講演し、町民約 70 人が参加。河岸さんはストレス
が体に与える影響とその対処方法を解説。また、タッ
ピングタッチと呼ばれるリラクゼーション法を紹介。
参加者は 2 人 1 組となり、お互いに背中や首を指先で
弾ませるように触り、心と体の緊張をほぐしました。

トレスと仲良く
こころの健康づくり講座ス

まちの話題では、町内の行事や出来事を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索栗山町 検索
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く
り
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
は
、
平
成

27
年
４
月
か
ら
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
有
効

期
間
が
２
年
間
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、

お
持
ち
の
マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド
は
、
平
成

29
年
３
月
末
ま
で
引
き
続
き
ご
使
用
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
、
全
て
の

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
な
く
て
も
、
10
ポ
イ
ン

ト
ご
と
に
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
途
中
で
の
ポ
イ
ン
ト
交
換
も
可
能
）

　

交
換
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ポ
イ
ン
ト

が
押
し
て
あ
る
カ
ー
ド
を
持
っ
て
、
健
康

づ
く
り
推
進
協
議
会
事
務
局
（
町
保
健
福

祉
課
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ
）
窓
口
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　多くの皆さんに参加の
ご協力をいただき、あり
がとうございました。

　

平
成
27
年
度
ま
で
日
本
脳
炎
の
予
防
接

種
は
、
北
海
道
知
事
が
予
防
接
種
法
な
ど

に
基
づ
き
、
北
海
道
全
域
に
患
者
が
ほ
と

ん
ど
発
生
し
て
い
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら

「
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
行
う
必
要
が

な
い
と
認
め
ら
れ
る
区
域
」
に
指
定
し
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
道
民
が
道
外
や
海
外
に
行
き

来
す
る
機
会
が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
平
成
28
年
４
月
よ
り
日
本
脳
炎
の
予

防
接
種
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

日
本
脳
炎
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
持
つ
蚊
が

人
を
刺
し
た
と
き
に
感
染
し
ま
す
。
人
か

ら
人
へ
の
感
染
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
よ
そ

１
０
０
０
人
に
１
人
が
日
本
脳
炎
を
発
症

し
ま
す
。

　

症
状
は
、
高
熱
、
頭
痛
、
嘔お

う
と吐
な
ど
で
、

死
亡
率
は
20
～
40
％
で
す
。
小
児
で
は
、

特
に
重
度
の
障
が
い
を
残
す
こ
と
が
多
い

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
西
日

本
で
の
患
者
数
が
９
割
近
く
占
め
て
お

り
、年
間
10
人
程
度
が
発
症
し
て
い
ま
す
。

　

定
期
予
防
接
種
の
対
象
者
は
表
１
の
と

お
り
で
す
。

　

国
で
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま

で
、
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
19
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
は
、
20

歳
未
満
の
間
、
定
期
予
防
接
種
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
平
成
23
年
５
月
20
日
か
ら

特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
接

種
期
間
・
回
数
な
ど
の
要
件
は
、
対
象
者

の
生
年
月
日
・
過
去
の
予
防
接
種
歴
な
ど

に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

【
接
種
方
法
】

　

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
町
で
は
、
優
先
し
て
受
け
て
い
た
だ
き

た
い
方
（
表
１
の
対
象
者
や
、
特
例
措

置
対
象
者
で
標
準
的
年
齢
に
達
し
て
い

る
方
、
接
種
で
き
る
期
間
が
短
い
対
象

者
）
に
、
３
月
中
に
個
別
案
内
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
同
封
し
て
い
る
予
防
接

種
の
受
け
方
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

骨
粗
鬆
症
と
い
う
病
気
を
ご
存
じ
の
方

は
多
い
で
し
ょ
う
。
骨
強
度
が
低
下
し
骨

折
し
や
す
く
な
る
骨
の
病
気
で
、
骨
粗
鬆

症
に
な
る
と
、
鬆す

が
入
っ
た
よ
う
に
骨
が

ス
カ
ス
カ
の
状
態
に
な
り
、
骨
が
も
ろ
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
少
し

の
衝
撃
で
も
骨
折
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
は
、
が
ん
や
脳
卒
中
、
心
筋

梗
塞
の
よ
う
に
そ
れ
自
体
が
生
命
を
お
び

や
か
す
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
骨
粗

鬆
症
に
よ
る
骨
折
か
ら
、
要
介
護
状
態
に

な
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
状

態
に
な
る
と
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
は

著
し
く
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
と
診
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、

薬
が
治
療
の
中
心
と
な
り
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
の
治
療
薬
は
、
作
用
に
よ
っ

て
次
の
３
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

①
腸
管
か
ら
の
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
を
促
進

し
、
体
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム
量
を
増
や
す

薬
＝
活
性
型
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
３
製
剤

②
骨
の
形
成
を
促
進
す
る
薬
＝
活
性
型
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
３
製
剤
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
２
製

剤
、
テ
リ
パ
ラ
チ
ド
（
副
甲
状
腺
ホ
ル

モ
ン
）

③
骨
吸
収
を
抑
制
す
る
薬
＝
女
性
ホ
ル
モ

ン
製
剤
（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）、ビ
ス
フ
ォ

ス
フ
ォ
ネ
ー
ト
製
剤
、
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
（
塩

酸
ラ
ロ
キ
シ
フ
ェ
ン
）、
カ
ル
シ
ト
ニ

ン
製
剤

　

歯
科
治
療
に
影
響
す
る
こ
と
が
あ
る
の

は
、
③
の
ビ
ス
フ
ォ
ス
フ
ォ
ネ
ー
ト
製
剤

で
す
。
ビ
ス
フ
ォ
ス
フ
ォ
ネ
ー
ト
（
以
下

「
Ｂ
Ｐ
」）
製
剤
に
は
、
骨
粗
鬆
症
に
対
し

て
使
用
さ
れ
る
経
口
薬
と
、
悪
性
腫
瘍
に

伴
う
高
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
や
多
発
性
骨
髄

腫
に
よ
る
骨
病
変
、
乳
が
ん
な
ど
の
溶
血

性
骨
転
移
の
治
療
に
使
用
さ
れ
る
静
注
薬

が
あ
り
、
骨
痛
や
病
的
骨
折
な
ど
の
骨
関

連
事
象
の
予
防
や
治
療
に
臨
床
的
有
用
性

の
高
い
薬
剤
で
す
。

　

し
か
し
近
年
、
特
に
Ｂ
Ｐ
静
注
薬
長
期

使
用
患
者
は
、
抜
歯
な
ど
の
歯
科
治
療
を

契
機
と
し
て
顎が

っ
こ
つ骨
壊え

死し

が
発
症
す
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｂ
Ｐ
製
剤
に
関
連
し
た
顎
骨
壊
死

は
、
標
準
的
な
歯
科
治
療
に
は
反
応
せ
ず

極
め
て
難
治
性
で
あ
る
と
い
う
特
徴
を
も

ち
ま
す
。
発
生
頻
度
は
低
い
も
の
の
、
骨

粗
鬆
症
に
対
し
て
投
与
さ
れ
た
経
口
薬
も

発
症
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

経
口
Ｂ
Ｐ
系
薬
剤
に
は
次
の
も
の
が
あ

り
ま
す
。

○
ダ
イ
ド
ロ
ネ
ル
（
エ
チ
ド
ロ
ン
酸
二
ナ

ト
リ
ウ
ム
）

○
フ
ォ
サ
マ
ッ
ク
（
ア
レ
ン
ド
ロ
ン
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
）

○
ボ
ナ
ロ
ン
（
ア
レ
ン
ド
ロ
ン
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
）

○
ア
ク
ト
ネ
ル
（
リ
セ
ド
ロ
ン
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
水
和
物
）

○
ベ
ネ
ッ
ト
（
リ
セ
ド
ロ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
水
和
物
）

　

経
口
Ｂ
Ｐ
系
薬
剤
で
の
顎
骨
壊
死
の
発

症
頻
度
は
、
０
・
01
～
０
・
04
％
と
高
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、
前
述
の
よ
う
に
抜
歯
な

ど
の
処
置
で
リ
ス
ク
が
増
加
す
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
リ
ス
ク
を
少
な
く
す

る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

　

Ｂ
Ｐ
系
薬
剤
の
投
与
を
予
定
し
て
い
る

方
は
、
抜
歯
な
ど
の
処
置
を
投
与
前
に
行

い
、
そ
の
傷
が
治
っ
て
か
ら
投
与
を
開
始

し
て
く
だ
さ
い
。
他
の
治
療
も
先
に
し
た

ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
投
与
後
は
、
定

期
的
な
歯
科
受
診
を
し
て
口
腔
衛
生
状
態

を
良
好
に
保
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

す
で
に
投
与
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
抜

歯
な
ど
の
処
置
以
外
、
通
常
の
歯
科
治
療

は
可
能
で
す
が
、
定
期
的
歯
科
受
診
を
し

て
口
腔
ケ
ア
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

口
腔
衛
生
を
良
好
に
保
つ
こ
と
が
リ
ス

ク
を
低
め
る
の
で
す
。

※
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

○
歯
科
医
に
、
骨
粗
鬆
症
の
治
療
を
受
け

て
い
る
こ
と
を
必
ず
知
ら
せ
る
。

○
服
用
し
て
い
る
す
べ
て
の
薬
剤
名
・
投

薬
期
間
を
知
ら
せ
る
。

○
Ｂ
Ｐ
系
薬
剤
の
処
方
医
の
連
絡
先
を
知

ら
せ
る
。

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

骨こ
つ

粗そ

鬆し
ょ
う

症し
ょ
う

と
歯
科
治
療
に
つ
い
て

顎
骨
壊
死
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
に
は

骨
粗
鬆
症
と
は
ど
の
よ
う
な
病
気
？

骨
粗
鬆
症
の
治
療
薬
は
３
種
類

新
井　

由
ゆ
か
り

あ
ら
い
歯
科  

院
長

H ealt h     Health     H
ealth     Health     

H
ea

lth

！
【問い合わせ】　

　町保健福祉課
　健康推進グループ
　☎ 73-2256

元
気
が
一
番

日
本
脳
炎
と
は

４月から日本脳炎が定期予防接種に！

表 1　日本脳炎の定期予防接種対象者（日本脳炎発症者を除く）

日
本
脳
炎
の
定
期
予
防
接
種

参加申し込みは、
３月 31 日㈭で終了します！

く
り
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の

お
知
ら
せ
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対象者 標準的な
接種期間 回数 間隔

1 期
生後 6 ヵ月 ~7 歳 6 ヵ月

3 歳以上 4 歳に
達するまで 2 回 6~28 日

1 期追加
生後 6 ヵ月 ~7 歳 6 ヵ月

4 歳以上 5 歳に
達するまで 1 回 1 期 2 回接種終了後

おおむね 1 年を経過した時期

2 期
9 歳以上 13 歳未満

9 歳以上 10 歳に
達するまで 1 回

トマトジュース

チャレンジ
365

栗山町＆

東京医科歯科大学

協働プロジェクト



　

今
日
は
楽
し
か
っ
た
？

　

学
校
生
活
は
先
生
や
ク
ラ
ス
の
友
だ
ち

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
場
面
が

増
え
ま
す
か
ら
、
自
分
の
思
い
や
気
持
ち

を
言
え
る
力
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

家
庭
で
子
ど
も
と
語
ら
う
時
間
は
あ
り

ま
す
か
。
食
事
の
と
き
に
で
も
「
今
日
一

番
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
何
？
」
な
ど
、
話

す
・
聞
く
力
を
育
て
る
時
間
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

 

「
学
校
が
イ
ヤ
」の
と
き

　

子
ど
も
が「
学
校
に
行
き
た
く
な
い
」と

言
っ
た
ら
、
親
は
慌
て
ず
、
ま
ず
は
自
分

の
気
持
ち
を
話
せ
た
こ
と
を
受
け
止
め
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

大
人
へ
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う

に
、
ど
う
し
て
か
な
？
何
か
あ
っ
た
の
か

な
？
と
、
言
葉
に
隠
さ
れ
た
原
因
や
背
景

を
探
る
努
力
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
先
生
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

誰
だ
っ
て
褒
め
ら
れ
た
い

　
「
最
近
、
自
分
の
子
ど
も
を
褒
め
て
あ

げ
ま
し
た
か
？
」の
問
い
に「
怒
る
こ
と
は

あ
る
け
れ
ど
、
褒
め
る
こ
と
は
め
っ
た
に

な
い
」と
答
え
る
マ
マ
が
ほ
と
ん
ど
。

　
「
上
手
だ
っ
た
よ
」「
よ
く
頑
張
っ
た
ね
」

な
ど
子
ど
も
は
褒
め
て
も
ら
う
こ
と
で
、

認
め
て
も
ら
え
た
う
れ
し
さ
を
感
じ
ま

す
。
大
人
の
私
た
ち
で
も
自
分
の
こ
と
を

わ
か
っ
て
く
れ
る
人
、
話
を
聞
い
て
く
れ

る
人
は
好
き
で
す
よ
ね
。

　

子
ど
も
も
同
じ
で
す
。
自
分
の
気
持
ち

を
わ
か
っ
て
も
ら
え
た
と
感
じ
た
子
ど
も

の
心
は
安
定
し
て
、
ま
た
褒
め
て
も
ら
お

う
、認
め
て
も
ら
お
う
と
頑
張
る
の
で
す
。

大
い
に
褒
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

子ども子育て心の相談室
電話番号が変わります

　子ども子育て心の相談室ではお子さん
自身から、保護者から、さまざまな相談
を受けています。4 月から電話番号が変わ
りますのでお知らせします。

☎ 72-1280
（子育て支援センター内）

－問い合わせ－
町子育て支援センター

☎ 72- 1280　FAX 72-1320

ま ち の ひ ろ ば

電力小売り全面自由化
便乗商法にご注意！

【問い合わせ】
  栗山公園案内所　☎ 72-0706
  指定管理者　たかはしダリア

最新情報を簡単アクセス
http://t-daria.com/parktop

※ QR コードは「株式会社デンソーウェーブ」の登録商標です。

牛田克彦氏版画作品展
『版画にみるふるさとの昔の暮らし』

　昔の生活の様子や子どもの遊び、

農業や交通などの版画作品展です。

ぜひご来場ください。

期間／ 3 月 2 日㈬～ 23 日㈬

春待ちゆっくり市
　特選お肉・果物・海の幸・ギフト

カードなど豪華な景品盛りだくさん

のビンゴ大会を開催します。他にも

楽しいイベントを企画中。ご家族お

揃いで遊びに来てください。

日時／ 3 月 25 日㈮　18：00 ～

大好評！手打ちそば
※限定30食

日時／毎週金曜日　11：00 ～
　

【ホール・会議室ご利用のご案内】
　サークルや団体の催し、商品の展

示会などでのご利用をお待ちしてい

ます。まずはご相談ください！ 

【国民生活センター相談事例】
　「2016 年 4 月に電力料金が自由化にな
る。その前に太陽光発電システムを設置
し、電気を売買すれば儲かる」と電話があり、自宅で業者の説
明を受けた。設置料金は 200 万円ほどで、ローンを組むと月々
1 万円の支払いという。しかし、説明通りの売買金額が約束さ
れているわけでもなく、年金暮らしの自分がローンを抱えるこ
とにも不安になった。

・電力の自由化を口実にして、太陽光発電システムやプロパン
ガス、蓄電池の勧誘が行われています。
・契約をする際は、国の登録を受けた「小売電気事業者」かの
確認や契約内容、期間など、違約金などの確認もする必要が
あります。何社かを比べて購入先を選びましょう。

■アドバイス

☎ 72-3581

南空知消費生活相談室

勤労者
福祉センター

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

毎月
第 2・4 水曜日

13：00
～ 15：00

消費生活
相談室です

消費生活
相談室

栗山公園
だよりVol.96

栗山公園
だより

まちの駅
イベント
まちの駅
イベント３月

【問い合わせ】
  まちの駅　「栗夢プラザ」
  ☎ 73-5515・Fax 73-5535
  開館時間  10：00 ～ 17：00

親子関わりのポイント

　春は出会いと別れの季節。初めてのお子さんが卒業・入学
の節目を迎える方にとっては、その感動もひとしおです。
　しかし、新しい環境になじめるか、友だちができるかなど
新たな心配が増えるのもこの時期。新 1 年生になる子どもが、
安心して新生活を送ることができるよう、関わりのポイント
を紹介します。

シカ は神の使い！？
知ってる？
公園動物
豆知識

新 1 年生になる前に…新 1 年生になる前に…新 1 年生になる前に…

　

町
で
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
子
育

て
中
の
親
子
を
思
い
や
り
、
そ
の
気
持

ち
を
行
動
で
表
す
こ
と
を
宣
言
す
る
取

り
組
み
「
子
ど
も
健
や
か
育
み
宣
言
」

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
栗
山
町
子
ど
も

子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
あ
る
「
ま
ち
と
い
う
名
の
家

族
・
子
ど
も
が
キ
ラ
キ
ラ
育
つ
ま
ち
」

を
つ
く
る
た
め
、
皆
さ
ん
も
参
加
し
ま

せ
ん
か
？

　

詳
し
く
は
、
今
月
号
折
り
込
み
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
保
健
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ

ル
ー
プ

　

☎
�
２
２
２
２

子
ど
も
健
や
か
育
み
宣
言

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

注目！

　世界遺産でもある奈良の春日大
社では、鹿は古くから「神の使い」
とされています。
　768 年、都の災いを鎮めるため
に、鹿島神宮の神様が、白いシカ
に乗って奈良の春日にやってきた
という伝説があります。これによ
り、平安貴族はシカを「神の使い」
と信じ、シカを見かけるとおじぎ
をするようになったそうです。

　なかよし動物園にもエゾシカの「たいし」がいます。
　春になったら、皆さんもたいしにおじぎをしてみませんか？

たいし（♂）

みんなで参加しよう！
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く
ら
し

催
　
し

試
　
験

講
　
習

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

放
置
自
転
車
を
処
分
し
ま
す

　
　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
駐

輪
場
で
、
長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
る
自

転
車
を
処
分
し
ま
す
。放
置
自
転
車
は
、

景
観
上
好
ま
し
く
な
い
こ
と
や
、
他
の

利
用
者
に
と
っ
て
迷
惑
で
す
。
次
の
保

管
期
限
ま
で
に
引
き
取
り
に
こ
ら
れ
な

い
場
合
は
処
分
し
ま
す
。

◆
保
管
期
限　
　

3
月
20
日
㈰
ま
で　

◆
引
き
取
り
場
所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
持
参
す
る
も
の

・
身
分
を
証
明
す
る
も
の（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
学
生
証
な
ど
）

・
自
転
車
の
利
用
者
を
確
認
で
き
る
も
の

（
防
犯
登
録
証
な
ど
）

◆
問
い
合
わ
せ

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

　

☎
�
３
３
３
３

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？　
　

自
動
車
税
の
住
所
変
更

自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現
在
の
登

録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
る
税
金
で

す
。
引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と

き
な
ど
は
、
運
輸
支
局
で
変
更
登
録
を

し
て
く
だ
さ
い
。
平
成
28
年
度
の
自
動

車
税
納
税
通
知
書
を
確
実
に
お
届
け
す

る
た
め
に
、
３
月
中
に
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
登
録
手
続
き
が
必
要
な
場
合

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き（
変
更
登
録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き（
移
転
登
録
）

・
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き

（
抹
消
登
録
）

※
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と
き
は
、

札
幌
道
税
事
務
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

☎
０
１
１（
７
４
６
）１
１
９
７

く
ら
し

特
別
冬
期
生
活
支
援
金
を　

支
給
し
ま
す

　

暖
房
用
燃
料
費
（
灯
油
・
電
気
な
ど
）

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
次
の
低
所
得

者
世
帯
を
対
象
に
、
冬
期
生
活
支
援
金

を
支
給
し
ま
す
。

◆
対　
　

象　

平
成
27
年
度
の
町
民
税
が
非
課
税
で
、

町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
低
所
得
者
世
帯

①
ひ
と
り
親
世
帯
（
18
歳
未
満
の
子
ど
も

の
い
る
世
帯
）

②
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

③
重
度
心
身
障
が
い
児
・
者
の
い
る
世
帯

※
生
活
保
護
世
帯
、
社
会
福
祉
施
設
入
所

お
よ
び
長
期
入
院
者
は
対
象
外

◆
支
給
額　
　

１
世
帯
に
つ
き
1
万
円

◆
申
請
手
続
き

印
鑑
、
平
成
26
年
中
の
収
入
額（
障
害
・

遺
族
年
金
、
恩
給
な
ど
含
む
）
を
証
明

で
き
る
も
の（
通
帳
な
ど
）、
振
込
先
銀

行
の
通
帳
、
灯
油
を
購
入
し
た
領
収
書

（
平
成
27
年
11
月
1
日
以
降
で
購
入
額

1
万
円
以
上
の
も
の
。
合
算
可
。
灯
油

以
外
の
燃
料
費
の
場
合
は
、
同
意
書
の

提
出
に
よ
り
状
況
を
確
認
）

◆
申
請
期
限　
　

3
月
31
日
㈭

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
保
健
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
2
2
2
2

◆
申
請
受
付

平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
28
年
３
月
分

（
下
期
分
）の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限　
　

４
月
7
日
㈭

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
保
健
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
2
2
2
2

特
定
疾
患
な
ど
の
患
者
さ
ん

に
通
院
費
を
助
成

　

特
定
疾
患
の
治
療
お
よ
び
人
工
透
析

の
た
め
通
院
（
合
併
症
の
た
め
町
外
の

医
療
機
関
に
通
院
）
さ
れ
て
い
る
方
に

通
院
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
助
成
内
容　
　

通
院
費
の
一
部
を
助
成

◆
申
請
受
付

平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
28
年
3
月
分

（
下
期
分
）
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
請
手
続
き

申
請
書
（
印
鑑
）、
通
院
証
明
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。

※
北
海
道
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
実
施

要
綱
に
よ
る
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
は
、
通
院
証
明
書
の
代

わ
り
に
病
院
で
発
行
す
る
領
収
書
の
提

出
に
よ
る
申
請
が
可
能
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限　
　

４
月
7
日
㈭

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
保
健
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
2
2
2
2

支
援
の
必
要
な
お
子
さ
ん
に

医
療
費
な
ど
を
助
成

町
で
は
、
支
援
の
必
要
な
お
子
さ
ん

に
対
し
、
道
立
子
ど
も
総
合
医
療
・
療

育
セ
ン
タ
ー
（
コ
ド
モ
ッ
ク
ル
）
と
児

童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

◆
医
療
費
の
助
成

◇
対

象　
　

町
内
に
在
住
す
る
児
童

◇
助
成
内
容

道
立
子
ど
も
総
合
医
療
･
療
育
セ
ン

タ
ー
に
係
る
医
療
費
の
一
部
を
助
成

※
各
医
療
費
（
重
度
心
身
障
が
い
者
、
ひ

と
り
親
家
庭
、
子
ど
も
な
ど
）
の
助
成

を
受
け
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

◆
利
用
料
金
の
助
成

◇
対

象

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
利
用
者

◇
助
成
内
容　

・
町
子
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
利

用
料
金
の
全
額
を
助
成

・
町
外
事
業
所
利
用
料
金
の
１／２
を
助
成

◆
交
通
費
の
助
成

◇
対

象

　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
保
護
者
１
人
分

◇
助
成
内
容

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
際
、
最
低

運
賃
の
１／２
を
助
成

※
町
子
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

利
用
に
係
る
交
通
費
の
助
成
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
ほ
か
の
割
引
制
度
が
あ
る
場
合
、
制
度

利
用
後
の
運
賃
の
１／２
を
助
成
し
ま
す
。

■水道の凍結にご注意ください！
　水道は氷点下 4 度以下になると、日中でも凍

結や破損の恐れがあります。凍結防止のため管

理徹底をお願いします。

　また、長期不在にする場合などにも必ず水落

としを行い、漏水事故の防止に細心の注意をお

願いします。もし、凍結により水道管が破損し

た場合、修理費や水道料金については自己負担

となりますのでご注意ください。

■引っ越しの際には必ずご連絡を！
　引っ越しをされる場合には「水道使用中止」

の連絡が必要です。連絡がない場合には、水道

が使用されているとみなされ、料金の支払いを

していただくことになります。

　住民票を異動しただけでは水道の使用中止と

はなりませんので、必ず連絡をお願いします。

　連絡は電話でも受け付けています。その際に

①氏名、②住所、③引っ越し先の住所、④連絡

先をお伺いします。

　水道は、引越し当日までご使用になれますが、

出発前には凍結などの事故を防ぐため、必ず水

落としをお願いします。

みんなの

水 道

■問い合わせ

町建設水道課上下水道グループ   ☎ 73-7514

証明手数料が改正されます

平成 28 年
4 月 1 日から

　来年度より窓口において交付する証明、閲覧な
どの取扱い手数料が改正になります。

現行 改正後

住民票・戸籍の附票の写しおよび
記載事項証明の交付

200 円 300 円

住民票の閲覧 200 円 300 円

印鑑登録証明書の交付 300 円 400 円

印鑑登録証の交付 300 円 400 円

埋火葬に関する証明 300 円 500 円
【問い合わせ】

町住民生活課住民・国保グループ　☎ 73-7509

春のロビーコンサート
♬ 栗山少年少女合唱団の美しい歌声 ♪

日　時：3 月 27 日㈰　※入場無料
　　　　13：30 ～（開場 13：00 ～）　　　　
場　所：カルチャープラザ「Eki」ロビー
発表曲：「春に」「若返りの水」「手紙」など

【問い合わせ】永岡 真佐子　☎ 090-9510-9650
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納付方法 保険料額 割引額

毎 月 納 付
現金・口座振替 16,260 円 －
口 座 振 替 早 割 16,210 円 50 円

６カ月前納
現金納付 96,770 円 790 円
口座振替 96,450 円 1,110 円

１ 年 前 納
現金納付 191,660 円 3,460 円
口座振替 191,030 円 4,090 円

　国民年金保険料の納め忘れはありません
か？「忙しくて…」「つい、うっかり…」といっ
た理由でも保険料の納め忘れがあると、将来
受け取る老齢基礎年金額が減額されたり、万
が一のときの障害基礎年金や遺族基礎年金が
受けられなくなる場合があります。
　そこで、国民年金保険料の納付には、便利
で安心、確実な口座振替をおすすめします。
　口座振替は、全国の銀行・郵便局・農協・漁協・
信用金庫・信用組合・労働金庫で利用できま
す。申し込みの際は、通帳、金融機関届出印
を持参のうえ、町住民生活課住民・国保グルー
プまたは口座振替を希望される金融機関等の
窓口にお申し込みください。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月
末に引き落とさせていただくことにより月々
50 円割引される早割制度や、現金納付よりも
さらに割引額が多い 6 か月前納・1 年前納も
あり、大変お得です。
　平成 28 年 4 月からの保険料は次のとおり
です。

【問い合わせ】
町住民生活課住民・国保グループ  ☎ 73-7509

く
ら
し

消
防
車
の
緊
急
出
動　
　
　

サ
イ
レ
ン
音
を
統
一
し
ま
す

　
　

南
空
知
消
防
組
合
（
栗
山
町
・
由
仁

町
・
長
沼
町
・
南
幌
町
）
で
は
、
消
防

車
両
の
災
害
出
動
時
に
鳴
ら
す
サ
イ
レ

ン
音
を
４
月
１
日
よ
り
統
一
し
ま
す
。

◆
火
災
の
と
き　
　

　
「
ウ
～
・
カ
ン
カ
ン
カ
ン
」

　
（
サ
イ
レ
ン
音
と
鐘
の
連
打
）　

◆
火
災
以
外
の
と
き　

　
「
ウ
～
・
ウ
～
・
ウ
～
」

　
（
サ
イ
レ
ン
音
の
み
）

※
火
災
以
外
の
と
き
と
は
、
警
戒
活
動
や

救
急
支
援
活
動
、
交
通
事
故
現
場
へ
の

出
動
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
消
防
課

　

☎
�
０
１
５
０

国
税
の
申
告
・
納
付
は　
　

お
済
み
で
す
か
？

◆
申
告
期
限

◇
所
得
税
・
贈
与
税　

　

３
月
15
日
㈫

◇
消
費
税
・
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）

3
月
31
日
㈭

◆
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に
！

確
定
申
告
書
は「
前
年
の
申
告
書
控
え
」

や「
確
定
申
告
の
手
引
き
」な
ど
を
参
考

に
ご
自
分
で
作
成
し
、
早
め
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
税
務
署
で
申
告
す
る
場
合

印
鑑
、
前
年
の
申
告
書
控
え
、
必
要

な
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
前
年
、

税
務
署
な
ど
で
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て

申
告
し「
お
知
ら
せ
は
が
き
」が
届
い
て

い
る
方
は
、
そ
の
は
が
き
も
必
要
）

◆
申
告
書
は
パ
ソ
コ
ン
で
簡
単
作
成

・
確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.nta.go.jp

）の「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
簡
単

に
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
作
成
し
た
申
告
書
は
郵
送
の
ほ
か
、

デ
ー
タ
を
ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

－

Ｔ
Ａ
Ｘ（
電
子
申
告
）で

提
出
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
税
務
署

☎
０
１
２
６（
２
２
）０
８
１
０

町
営
バ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
運
休
の
お
知
ら
せ

　
　

車
両
整
備
な
ど
の
た
め
、
全
便
運
休

と
な
り
ま
す
。
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
運
休
期
間

　

３
月
27
日
㈰
～
４
月
４
日
㈪

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
建
設
水
道
課
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
２

協
会
け
ん
ぽ
の
健
診

　
　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
で
は
年
度

内
に
1
回
、
加
入
者
の
健
診
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
　

35
歳
～
74
歳
の
被
保
険
者
に
は
、
が

ん
検
診
を
含
め
た
充
実
し
た
健
診
項
目

の「
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
」を
、
40
歳

～
74
歳
の
被
扶
養
者
に
は
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た

「
特
定
健
康
診
査
」と
２
つ
の
健
診
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

　
　

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発
見
・

早
期
治
療
の
た
め
に
も
年
に
1
度
は
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部

　

☎
０
１
１（
７
２
６
）０
３
５
２

◇
一
般
職
試
験（
高
卒
者
・
社
会
人
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

６
月
20
日
㈪
～
29
日
㈬

【
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス
】

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

◆
問
い
合
わ
せ

人
事
院
北
海
道
事
務
局
第
二
課
試
験
係

☎
０
１
１（
２
４
１
）１
２
４
８

平
成
28
年
度
労
働
基
準　

監
督
官
採
用
試
験

◆
受
付
期
間

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

4
月
1
日
㈮
～
13
日
㈬

　

http://w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

◇
郵
送
ま
た
は
持
参

　

4
月
１
日
㈮
～
４
日
㈪
（
郵
送
の
場
合

４
日
の
通
信
日
付
印
ま
で
有
効
）

◆
受
験
資
格　

◇
昭
和
61
年
４
月
2
日
～
平
成
7
年
4
月

１
日
生
ま
れ
の
者

◇
平
成
7
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の
者

で
次
に
掲
げ
る
者

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平
成
29
年

３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

◆
試
験
日
程

◇
第
一
次
試
験　

　

5
月
29
日
㈰

◇
第
二
次
試
験　

　

７
月
13
日
㈬
～
15
日
㈮
の
指
定
さ
れ
た
日

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
労
働
局
総
務
部
総
務
課

　

☎
０
１
１（
７
０
９
）２
３
１
１

　

内
線
３
５
１
１

　

〒
０
６
０
‐
８
５
６
６

　

札
幌
市
北
区
北
８
条
西
2
丁
目
1
番
１

　

札
幌
第
一
合
同
庁
舎
９
階

技
能
検
定
試
験

◆
受
付
期
間　

　

４
月
4
日
㈪
～
15
日
㈮

◆
等

級　

１
級
～
３
級
、
単
一
等
級

◆
実
施
職
種

造
園
、
鉄
工
、
と
び
、
建
築
板
金
、
建

築
塗
装
、
左
官
な
ど

◆
受
検
資
格

試
験

国 民 年 金

栗
山
陶
芸
同
好
会　
　
　

春
の
作
陶
展

　
　

食
器
・
花
器
・
飾
り
物
な
ど
多
数
展

示
し
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
形
の

銚
子
や
杯
な
ど
が
並
ぶ「
酒
器
セ
ッ
ト
」

特
別
展
示
も
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日　
　

時

　

３
月
17
日
㈭
～
20
日
㈰

　

午
前
9
時
～
午
後
7
時
ま
で

　
（
20
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

◆
場　
　

所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
町
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

◆
問
い
合
わ
せ

　

事
務
局　

猪
熊

　

☎
�
５
５
６
０

国
家
公
務
員
採
用
試
験

◆
受
付
期
間

◇
総
合
職
試
験（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

４
月
1
日
㈮
～
11
日
㈪

◇
一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

４
月
８
日
㈮
～
20
日
㈬

各
職
種
と
も
所
定
の
実
務
経
験
な
ど
が

必
要

※
経
験
年
数
の
短
縮
・
免
除
お
よ
び
実
施

職
種
、
受
検
手
数
料
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

空
知
地
方
技
能
訓
練
協
会

☎
０
１
２
５（
２
４
）１
８
８
０

催
し

便利　安心　確実　お得
国民年金保険料の納付は

　　　　  口座振替で！
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く
ら
し

催
　
し

試
　
験

講
　
習

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

4/1 ～ 2/15 までの総数
11,902 件

【問い合わせ】町経営企画課　☎ 73-7503

ご厚意ありがとうございます。

135,369,079 円
平成 27 年度  ふるさと応援寄附

北
海
道
小
児
救
急
電
話
相
談

の
時
間
を
拡
大

子
ど
も
が
夜
間
、
急
な
病
気
や
事
故

で
具
合
が
悪
い
と
き
、
家
庭
で
ど
の
よ

う
に
対
処
す
れ
ば
よ
い
か
、
直
ち
に
医

療
機
関
に
か
か
る
必
要
が
あ
る
か
に
つ

い
て
、
電
話
で
看
護
師
が
助
言
を
行
う

「
北
海
道
小
児
救
急
電
話
相
談
」の
時
間

が
昨
年
12
月
よ
り
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

◆
相
談
時
間

　

午
後
7
時
～
午
前
8
時（
年
中
無
休
）

◆
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
１
１（
２
３
２
）１
５
９
９

　

ま
た
は
＃
８
０
０
０
（
Ｉ
Ｐ
電
話
、
ひ

か
り
電
話
お
よ
び
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
つ

な
が
り
ま
せ
ん
）

※
電
話
相
談
は
家
庭
で
の
一
般
的
対
処
に

関
す
る
助
言
で
あ
り
、
電
話
に
よ
る
診

断
・
治
療
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

北
海
道
保
健
福
祉
部
地
域
医
療
推
進
局

地
域
医
療
課
救
急
医
療
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
１（
２
３
１
）４
１
１
１

（
内
線
２
５
３
２
６
）

無
料
法
律
相
談

◆
日
時
・
場
所

3
月
18
日
㈮　

午
後
１
時
～
4
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
30

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

無
料　
（
定
員
6
人
）

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

　

町
へ

【
金
一
封
】

◆
教
育
寄
附
金（
学
校
給
食
用
賄
材
料
費
）

と
し
て

◇
そ
ら
ち
南
農
業
協
同
組
合
（
大
友
伸
彦

代
表
理
事
組
合
長
）

相
談

【
1
月
16
日
～
2
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

氏　

 

名　

    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

大
塚
結ゆ

い衣 

1/16

古
澤
大た

い
が雅 

1/30

今
井
サ
ラ 

2/5

澤
田
悠ゆ

う
せ
い生 

2/5

お
め
で
た朝

日
４

松
風
３

中

里

阿
野
呂

【
1
月
16
日
～
2
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏　

名　

   

齢   

月 

日                      

世
帯
主     

住  

所

新
居
英
雄 

85 

12/28 

本

人

冨
士
本
キ
ミ 

91 

1/14 

本

人

置
田
正
吉 

86 

1/28 

本

人

仁
平
ハ
ル
ヱ 

95 

1/29 

本

人

松
浦
節
子 

86 

1/29 

本

人

髙
野
節
子 

63 

1/29 

一

裕

佐
藤
ト
シ 

78 

1/31 

武

里

大
屋
キ
ミ 

96 

2/1 

本

人

金
野
ト
シ
エ 

90 

2/1 

本

人

甫
　

コ
ヨ 

91 

2/3 

本

人

沼
田
祥
子 

65 

2/5 

本

人

朝
井
一
男 

62 

2/8 

本

人

お
く
や
み湯　

地

中
央
４

中
央
３

松
風
４

富

士

旭

台

朝
日
４

朝
日
３

朝
日
３

継

立

松
風
２

角

田

ご
厚
意崇

絵
美
子

亨瞳
悠

太
令

真

也

さ
と
み

【
物　

品
】

◆
学
校
給
食
米
（
ゆ
め
ぴ
り
か
２
０
０
キ

ロ
）

◇
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
ゆ
め
ぴ
り
か
生
産
組
合

（
南
坂
明
憲
組
合
長
）

◆
学
校
給
食
米
（
な
な
つ
ぼ
し
２
０
０
キ

ロ
）

◇
そ
ら
ち
南
減
農
薬
米
生
産
組
合
（
瀬
尾 

正
樹
組
合
長
）

○
栗
山
の
お
米
お
い
し
い
よ
！

　
　

両
生
産
組
合
か
ら
町
に
寄
贈
さ
れ
た

栗
山
産
の
米
が
、
２
月
の
給
食
で
栗
っ

子
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
12
日
に
は

「
ゆ
め
ぴ
り
か
」が
白
米
で
、
23
日
に
は

「
な
な
つ
ぼ
し
」が
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
で
提

供
さ
れ
、
安
全
・
安
心
な
地
元
産
米
の

味
に
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。
栗
山
小

1
年
1
組
の
山
口
陸
君
は
「
い
つ
も
の

ご
は
ん
よ
り
、
す
ご
く
お
い
し
い
。
栗

山
の
お
米
を
た
く
さ
ん
食
べ
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

栗っ子教育の現場で働きませんか？

小学校臨時職員募集小学校臨時職員募集小学校臨時職員募集
【採用期間】4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日
【募集職種】下表の 3 職種
【社会保険】加入

【提出先・問い合わせ】町教育委員会学校教育グループ　☎ 72-1117

職　種 勤務内容 募集人員 資格要件 勤務時間 賃金（時給）

特別支援教育支援員
学習や学校生活
に困難を抱える
児童の支援

2 人
教職員免許（幼・小・
中・ 高・ 特・ 養 護・
栄養のいずれか）

原則 1 日 6 時間で
学校の授業日 1,040 円

特別支援教育支援員
（看護師）

障がいを有する
児童の介助など 1 人 看護師・准看護師 原則 1 日 7 時間で

学校の授業日 1,500 円

臨時事務職員 事務 2 人 特になし 原則 1 日 7 時間で
学校の授業日 780 円

【申込期限】3 月 18 日㈮
【提出書類】履歴書

免許状（証）※資格要件がある職種のみ

栗山みのり太鼓メンバー募集
◆活動日時　
　毎週水・金曜日　19：00 ～ 21：00

◆活動場所
　カルチャープラザ「Ｅｋｉ」

5歳以上なら
どなたでも

◆問い合わせ　事務局 原　☎ 72-6178　

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
金
一
封
】

◇
そ
ら
ち
南
農
業
協
同
組
合
（
大
友
伸
彦

代
表
理
事
組
合
長
）

◇
株
式
会
社
メ
リ
ー
ワ
ー
ク
（
大
友
伸
彦

代
表
取
締
役
社
長
）

　

く
り
の
さ
と
へ

【
物　

品
】

◇
阿
部　

美
智
子
さ
ん（
中
央
４
）

　

泉
徳
苑
・
一
草
庵
へ

【
物　

品
】

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品（
松
風
3
）

◇
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン
く
す
り
の
え
び
な

（
中
央
2
）

◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花

薬
局
栗
山
店（
朝
日
2
）

◇
藤
谷　

栄
子
さ
ん（
中
里
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
三
浦　

英
昭
さ
ん（
朝
日
4
）

◇
太
田　

欣
仁
さ
ん（
松
風
2
）

椿原紀昭町長に寄附を手渡す
大友組合長

カレーライスをほおばる
栗山小の 1 年生

一

見学は自由！事前申込で体験も可！
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「                     」

自分から行動する＊栗山子ども会議 2016

栗山小学校で 4 月に入学予定の子どもたちの 1 日体
験入学が行われました。新 1 年生は父母らと緊張

した表情で登校。先輩 1 年生に手をひかれ、教室に入り
ました。はじめにクレヨン画に挑戦。続いて体育館に移
動し、ボールを使ったゲームを体験しました。新 1 年生
の長澤良

よ し き
樹（5 歳）君は「トイレの場所やゲームのルー

ルをお兄さん、お姉さんが優しく教えてくれました。1
年生になるのが楽しみ」と話していました。　  （2 月 4 日）

1 年生になるのが楽しみ＊栗山小で 1 日入学

多年の活躍を称えて＊スポーツ少年団表彰伝達式

栗山子ども会議が、総合福祉センター「しゃるる」で
開かれました。「広げよう栗っ子の輪～みんなで語

ろう・仲間になろう～」をテーマに開催され、町内の児童・
生徒 20 人が参加。司会をつとめた町立北海道介護福祉学
校 1 年生の荒井詩穂さんと尾崎美穂さんは「絶対にいじ
めはいけないということをみんなで共通認識できたこと
が良かったです。みんなで決めたことを学校や地域で実
践していきたいです」と話していました。 　（2 月 17 日）

北海道スポーツ少年団本部主催の特別表彰、指導者表
彰の伝達式がスポーツセンターで行われました。特

別表彰は 38 年以上にわたり活動を続けている個人と団体
に贈られる賞で、指導者表彰は 10 年以上にわたり指導
者活動を続けている個人に贈られる賞です。受賞者には、
南條宏教育長から賞状が手渡されました。特別功労者表
賞を受賞された長谷忠夫さんは「この賞は自分ひとりの
功績ではなく、自分を支えてくれた多くの人たちの助け
があって受賞することができました。少年団員の皆さん
も仲間と助け合い、活動を続けてください」と話してい
ました。　　                                                　（2 月 20 日）

●特別功労者表彰　長谷 忠夫氏（栗山剣道少年団）
●特別優秀団表彰　栗山剣道スポーツ少年団
　　　　　　　　　栗山柔道スポーツ少年団
　　　　　　　　　継立野球スポーツ少年団
　　　　　　　　　角田少年野球愛好会スポーツ少年団
●指導者表彰　　　吉田 孝則氏（栗山バドミントン少年団）

【申込先・問い合わせ】町教育委員会社会教育グループ　☎ 72-1117

陶芸体験教室  参加者募集 !!陶芸体験教室  参加者募集 !!

工房体験事業工房体験事業

夕張川探鳥会のご案内
3 月 27 日㈰  8：30 ～ 12：00

　夕張川の栗沢頭首工上流、小林酒造、角田神社、

タラツ橋下流などで、白鳥やガン、カモなど約 30

種類の渡り鳥を観察します。

■持ち物　双眼鏡、長靴、暖かい服装

【問い合わせ】　ふれあいプラザ　 ☎ 72-3000

町役場駐車場　集合

◆
日

時

　
３
月
12
日
㈯　

午
後
６
時
30
分
開
演

◆
場

所
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
内

容
　

　

指

揮
／
川
瀬　

賢
太
郎

　

管
弦
楽
／
札
幌
交
響
楽
団

◆
曲

目

〔
第
１
部
〕

○
ロ
ッ
シ
ー
ニ　

歌
劇「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ル
」

　
序
曲
よ
り〝
ス
イ
ス
軍
の
行
進
〟

○
ヴ
ェ
ル
デ
ィ　

歌
劇
「
椿
姫
」　
ほ
か

〔
第
２
部
〕

○
メ
ル
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン　

交
響
曲
第
四
番 

　

イ
長
調「
イ
タ
リ
ア
」 

◆
入
場
料

○
一　
　
　

般

　
当
日　

２
５
０
０
円
（
前
売
２
０
０
０
円
）

○
高
校
生
以
下

　

当
日　

７
０
０
円
（
前
売
５
０
０
円
）

◆
前
売
券
取
扱
所

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」、総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」、農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
、
南
部
公
民
館
、
有
限

会
社
白
光
堂
楽
器
店 

、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー 

ほ
か

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

札
響
ひ
な
ま
つ
り

　
　
コ
ン
サ
ー
ト

■日　　時
　第 1 回　3 月 16 日㈬　18：00 ～ 20：30
　第 2 回　3 月 30 日㈬　18：00 ～ 20：30
※第 1 回のみの参加でも申し込みは可能です。
■場　　所　あさひ工房
■対　　象　全町民
※未就学児は保護者同伴です。
■講　　師　栗山陶芸同好会
■材 料 費　1,000 円
■持 ち 物　エプロン
■定　　員　15 人（先着順）
■申込期限　3 月 11 日㈮

　マグカップやお皿、茶わんなど、自分好みの

形の陶器を 1 人 1 種類選んで制作します。1 回

目の教室で年度の成型、2 回目に色つけ作業を

行います。その後、本焼きなどを経て作品の完

成・引き渡しは 4 月 13 日㈬以降となります。

陶芸が初めての方でもお気軽にご参加いただけ

ます。
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【問い合わせ】　町図書館　　☎ 72-6055

国
際
交
流
の

つ
ど
い

栗
山
町

国
際
交
流

セ
ン
タ
ー

◆
日
　
　
時

　

３
月
13
日
㈰　

午
後
２
時
か
ら

◆
場
　
　
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内
　
　
容

○
栗
山
町
農
業
教
育
振
興
会
海
外
研
修
報

　

告
（
青
年
農
業
者
）

○
私
た
ち
は
こ
う
し
て
日
本
語
を
学
び
ま

し
た
（
外
国
語
指
導
助
手
）

○
海
外
研
修
報
告
（
少
年
ジ
ェ
ッ
ト
「
希

　

望
の
翼
」
派
遣
団
）

※
事
前
申
込
不
要
（
当
日
受
付
）

◆
問
い
合
わ
せ

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

健
康

ス
ト
レ
ッ
チ

ヨ
ー
ガ
教
室

ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

教
室

　
　

ス
ト
レ
ッ
チ
に
簡
単
な
ヨ
ー
ガ
を
取

　

り
入
れ
た
運
動
教
室
で
す
。
ヨ
ー
ガ
の

　

ほ
か
に
中
国
の
気
功
体
操
も
取
り
入

　

れ
、
健
康
維
持
や
心
身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス

　

に
最
適
な
運
動
指
導
を
し
ま
す
。

◆
日
　
　
時

　

４
月
12
日
㈫
、
19
日
㈫
、
26
日
㈫

　

午
前
11
時
～
午
後
０
時
30
分

◆
場
　
　
所　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対
　
　
象　
20
歳
～
70
歳
の
町
民

◆
講
　
　
師
　

　

札
幌
健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
ヨ
ー
ガ
愛
好
会

　

代
表　

渋
谷 

和
子 

氏

◆
受  

講  

料　
１
５
０
０
円（
入
館
料
含
む
）

◆
定
　
　
員
　
10
人

◆
申
込
期
限
　
４
月
８
日
㈮

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

☎
�
６
１
６
１

【申込期限】3 月 15 日㈫　　【申込先・問い合わせ】カルチャープラザ「Eki」　☎ 73-3333

新聞紙で作るエコバッグ講座

　新聞紙がおしゃれなエコバックに大変身！丈夫

で便利なエコバックを作ってみませんか。

■日　時　3 月 25 日㈮　13：30 ～ 15：30
■場　所　カルチャープラザ「Eki」
■持ち物　新聞紙（日刊で２日分）、のり、はさみ、
　　　　　作品を持ち帰る袋
■講　師　大館 由美子氏
■受講料　200 円　
■定　員　10 人

エコクラフトで作る簡単かご講座

　初めてエコクラフトをする方におすすめのかご

を作ります。使い勝手もよく、楽しく作ることが

できます。

■日　時　3 月 19 日㈯　13：30 ～ 15：30
■場　所　カルチャープラザ「Eki」
■持ち物　はさみ、メジャー、洗たくバサミ 20 個、
　　　　　木工用ボンド、作品を持ち帰る袋
■講　師　紙バンド作家　水上 愛子氏
■受講料　800 円
■定　員　10 人 

楽 し く 体 験 ! !

町 民 ふ れ あ い 講 座

楽 し く 体 験 ! !

町 民 ふ れ あ い 講 座

楽 し く 体 験 ! !

町 民 ふ れ あ い 講 座●栗山ふるさと文庫１４号発行
　栗山町に長く関わる方々を対象に、編集委員
が聞き取りを行い、町の貴重な歴史をつづった
一冊です。

■申込開始　
3 月 8 日㈫
■申込場所　
町図書館、角田・継立図書室
■冊　　数　
先着 100 冊限定
※１人１冊のお渡しとなります。
※氏名・住所・電話番号を記入いただきます。
■規　　格　Ａ５版 72 ページ
■発  行  元　特定非営利活動法人くりやま

●手作り絵本展
　1 月に開催した「手作り絵本作家になろう！」
に参加した子どもたちが作った絵本を展示しま
す。世界に 1 冊だけの手作り絵本をご覧ください。
■展示期間　3 月 8 日㈫～ 19 日㈯
■展示場所　町図書館

●ブックリサイクル市開催
　図書の入れ替えに伴い、不要となった本のリ
サイクル市を開催します。
■日　　時　3 月 26 日㈯　10：00 ～ 13：00
■場　　所　町図書館
■内　　容　小説、雑誌、絵本など
■冊　　数　1 人 20 点まで（ビデオは 1 点）
※本を入れる箱や袋をお持ちください。
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松原奨学基金
奨学生募集
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ハサンベツ里山
イグルーづくり

　
　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難

　

な
方
に
奨
学
金
を
給
付
し
ま
す
。

◆
対　
　

象

　

町
民
も
し
く
は
栗
山
高
等
学
校
卒
業
者

　

で
高
等
専
門
学
校
の
４
・
５
年
生
お
よ

　

び
大
学
、
大
学
院
、
専
修
学
校
の
在
学

　

者
な
ら
び
に
入
学
予
定
者

◆
奨  

学  

金　
月
額
３
万
円（
年
額
36
万
円
）

※
年
４
回
支
給（
返
還
の
必
要
な
し
）

◆
選
考
方
法　

　

基
金
運
営
委
員
会
で
選
考
の
上
、
本
人

　

に
通
知（
５
月
下
旬
）

◆
応
募
手
続
き

　
次
の
書
類
を
在
学
す
る
学
校
長
の
推
薦
を
経

　
て
、
町
教
育
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

①
奨
学
生
願
書　

②
奨
学
生
推
薦
書

③
学
校
成
績
証
明
書
の
写
し

④
世
帯
収
入
の
わ
か
る
も
の

◆
申
込
期
限　

４
月
28
日
㈭

◆
そ

の

他　

　

奨
学
生
は
４
回
目
の
支
給
後
、
近
況
報

　

告
・
学
業
報
告
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

　
　

雪
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
み
上
げ
て
作
る

　

雪
の
家
「
イ
グ
ル
ー
」
を
作
り
ま
す
。

　

冬
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

◆
日
　
　
時

　

３
月
13
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
3
時

◆
場
　
　
所　

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー
集
合

◆
持  

ち  

物

　

雪
遊
び
の
で
き
る
服
装
、替
え
の
手
袋
、

　

靴
下
、
シ
ャ
ツ
、
タ
オ
ル
、
昼
食

◆
参  

加  

料　
１
０
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

◆
そ  

の  

他　

　

小
学
３
年
生
以
下
の
参
加
は
保
護
者
同
伴

◆
申
込
期
限
　
３
月
11
日
㈮

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

　

☎
�
１
６
９
６

図書館へ行こう !!図書館へ行こう !!図書館へ行こう !!
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人口　12,478 人  （ － 1 ） 世帯数 5,977世帯（ ＋4 ） 男 5,843  人  （ －3 ）　女 6,635  人  （ ＋2 ）

▼
雨
煙
別
小
学
校
冬
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

定
番
「
イ
グ
ル
ー
」。
先
日
、
今
年
1

発
目
の
栗
山
小
学
校
6
年
生
の
イ
グ
ル

ー
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
2
月

に
も
関
わ
ら
ず
、
暖
か
い
日
が
多
か
っ

た
影
響
で
、
雨
煙
別
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
も

深
刻
な
雪
不
足
。
雪
質
も
溶
け
て
は
凍

っ
て
、
を
繰
り
返
し
た
ザ
ラ
メ
雪
で
イ

グ
ル
ー
づ
く
り
は
難
航
し
て
い
ま
し
た

が
、
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
楽
し
そ
う

で
し
た
。
反
面
、
3
時
間
超
え
の
「
ほ

ぼ
雪
か
き
」
作
業
を
行
う
大
人
た
ち
は

と
て
も
苦
し
そ
う
で
し
た
。
　（
東
庄
）

▼
全
町
ス
キ
ー
大
会
の
取
材
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
当
日
は
猛
吹
雪
。
表
紙
の

写
真
が
撮
れ
る
ま
で
、
容
赦
な
く
吹
き

つ
け
る
大
粒
の
雪
を
ガ
マ
ン
し
、
か
じ

か
む
指
で
長
時
間
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り

続
け
ま
し
た
。
頑
張
っ
た
割
に
迫
力
が

な
い
？
ゲ
レ
ン
デ
中
腹
で
寒
さ
を
ガ
マ

ン
す
れ
ば
、
当
然
ト
イ
レ
も
近
く
な
り

ま
す
。
迫
力
よ
り
も
忍
耐
力
を
感
じ
て

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　（
仁
平
）

▼
プ
ロ
野
球
も
キ
ャ
ン
プ
が
始
ま
り
、

い
よ
い
よ
球
春
到
来
を
感
じ
さ
せ
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
ね
。
仕
事
柄
、
北
海

道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
栗
山
監

督
を
取
材
す
る
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
時
に
感
じ
た
こ
と
は
、

今
年
の
リ
ー
グ
優
勝
そ
し
て
、
町
内
で

優
勝
パ
レ
ー
ド
を
実
現
す
る
と
い
う
強

い
思
い
で
し
た
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
、
栗

山
町
民
応
援
デ
ー
に
申
し
込
ん
で
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
優
勝
の
た
め
に
全
力
で
応
援

し
ま
し
ょ
う
！
　
　
　
　
　
　（
杉
本
）

ひ
と
り
ご
と

編
集
担
当
者
の

人のうごき 平成28年2月1日現在　（　）内は前月比　

第 13回くりやまウインターフェスティバル

　今年で 13 回目となる「くりやまウインターフェスティ
バルちびっこ広場」（同実行委員会主催）が 2 月 6 日、
駅前通り商店街イベント広場で行われました。町内外か
ら約 700 人が訪れ、恒例となっているジャンボ滑り台や

「ゴキブリ男爵」と闘うクリレンジャーショーを楽しみ
ました。また、宝探しゲームや雪上ジャンボカルタ大会、
もちつきなどのイベントも開催。ちびっこ広場に集まっ
た親子連れや子どもたちは冬晴れの一日を楽しく過ごし
ました。 

ちびっこ広場
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■ 次号「広報くりやま 4 月号」の原稿締切は 3月15日㈫まで 
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①恒例のジャンボ滑り台は、今年も大人気
②フードコーナーにもお客さんがいっぱい
③頑張ってもちつきに挑戦
④クリレンジャーと記念写真。良い思い出です。
⑤見て見て僕のすべり。かっこいいでしょ !
⑥盛り上がった宝探しゲーム。お宝はいくつ見つけられ
たかな？
⑦雪上ジャンボカルタ大会で豪華景品をゲット！


